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１　

は
じ
め
に

　

原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
（om

issio libera in causa

）
と
は
、
作
為
義
務
者
が
事
前
に
自
ら
の
責
め
に
帰
す
べ
き
積
極
的
な
行

為
（
原
因
行
為
）
に
よ
り
自
己
の
行
為
（
作
為
）
能
力
・
作
為
可
能
性
・
結
果
回
避
可
能
性
を
喪
失
さ
せ
た
た
め
に
、
直
接
結
果
を
発
生
さ

せ
た
行
為
（
結
果
行
為
）
時
点
で
は
行
為
能
力
・
作
為
可
能
性
・
結
果
回
避
可
能
性
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
結
果
が
発
生
し
た
場
合
を

い
う）

1
（

。
作
為
義
務
が
現
実
と
な
る
結
果
行
為
時
の
不
作
為
に
つ
い
て
み
る
と
、
行
為
能
力
・
作
為
可
能
性
・
結
果
回
避
可
能
性
が
な
い
た
め

に
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
原
因
行
為
は
構
成
要
件
的
結
果
を
直
接
発
生
さ
せ
る
行
為
と
は
い
え
な
い

た
め
に
、
そ
の
時
点
で
の
故
意
・
過
失
は
事
前
の
故
意
・
過
失
に
と
ど
ま
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
結
果
行
為
そ
れ
自
体
と
し

て
不
自
由
な
不
作
為
は
、
そ
の
原
因
に
お
い
て
自
由
で
あ
っ
た
場
合
に
例
外
的
に
帰
責
で
き
る
と
い
う
の
が
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
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為
の
理
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
犯
罪
構
成
要
素
の
同
時
存
在
の
問
題
状
況
が
構
成
要
件
レ
ベ
ル
で
生
じ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る）

2
（

。

　

責
任
要
素
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
実
行
行
為
時
点
で
責
任
を
阻
却
す
る
事
情
を
、
実
行
行
為
以
前
の
先
行
行
為
に
よ
り
生
じ
さ
せ
た
場
合
、

あ
る
い
は
適
切
な
時
期
に
可
能
な
措
置
に
よ
り
回
避
し
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
、
責
任
阻
却
事
由
が
存
在
す
る
状
態
で
行
わ
れ
る
行
為
と
同

様
の
違
法
行
為
が
予
見
可
能
な
段
階
で
事
前
責
任
が
存
在
し
、
先
行
行
為
の
意
思
が
実
行
行
為
時
に
お
け
る
意
思
に
ま
で
連
続
し
、
実
行
行

為
時
と
同
一
の
故
意
が
先
行
行
為
時
に
存
在
す
る
と
い
う
実
行
行
為
と
の
直
接
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
事
前
の
責
任
は
実
行
行
為

に
対
す
る
責
任
非
難
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た）

3
（

。

　

個
別
行
為
責
任
の
要
請
か
ら
、
責
任
非
難
は
個
々
の
行
為
に
向
け
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
行
為
と
責
任
の
同
時
存
在
の

原
則
が
導
き
出
さ
れ
る
根
拠
は
、
責
任
判
断
の
無
制
約
な
時
間
的
溯
及
、
犯
罪
結
果
を
惹
起
す
る
行
為
に
対
す
る
非
難
と
は
無
関
係
な
落
ち

度
を
理
由
と
す
る
責
任
の
肯
定
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
責
任
が
刑
事
責
任
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
う
る
こ
と
を
認
め
る
こ

と
は
、
両
原
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
違
法
性
阻
却
事
由
の
一
つ
で
あ
る
正
当
防
衛
に
関
し
て
、
正
当
防
衛
状
況
を
自
ら
招
い
た
場
合
、
防
衛
行
為
時
に
正
当
防
衛
の
成

立
要
件
を
充
足
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
無
用
な
利
益
対
立
状
況
は
、
そ
れ
を
一
方
的
に
作
り
出
し
た
不
正
な
侵
害
者
の
負
担
に
お
い
て
解

決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
正
当
防
衛
の
正
当
化
根
拠
の
一
つ
が
欠
如
す
る
場
合
に
は
、
構
成
要
件
該
当
行
為
の
違
法
性
が
基
礎
づ
け
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
防
衛
行
為
に
固
有
の
不
法
が
直
接
備
わ
る
と
い
え
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
。

　

正
当
防
衛
の
正
当
化
根
拠
の
欠
如
を
基
礎
づ
け
る
事
情
は
、
挑
発
行
為
に
よ
り
被
挑
発
者
の
急
迫
不
正
な
侵
害
と
い
う
無
用
な
利
益
対
立

状
況
を
、
少
な
く
と
も
共
に
作
出
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
後
の
防
衛
行
為
と
直
接
的
な
密
接
関
連
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
防
衛
行
為
に
先
行
す
る
挑
発
行
為
は
後
の
防
衛
行
為
の
違
法
性
判
断
に
と
っ
て
重
要
な
事
情
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
同
時
存
在
の
原
則
は
、
形
式
的
に
す
べ
て
の
犯
罪
構
成
要
素
が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
当
該
構
成
要
件
該
当
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行
為
と
無
関
係
な
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
に
意
味
が
あ
る
。
自
招
侵
害
に
お
い
て
重
要
な

の
は
、
先
行
す
る
挑
発
行
為
に
よ
っ
て
被
挑
発
者
の
急
迫
不
正
の
侵
害
を
自
ら
招
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る）

4
（

。

　

行
為
者
に
自
由
な
行
為
の
選
択
肢
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
責
任
は
生
じ
え
な
い）

5
（

。
可
罰
的
行
為
の
基
本
的
前
提
と
し
て
他
の
自
由
な
行

為
が
可
能
と
い
う
た
め
に
は
、
行
為
能
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
不
作
為
に
つ
い
て
い
え
ば
、
行
為
者
の
作
為
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
点
に

お
け
る
不
作
為
の
み
が
犯
罪
と
し
て
重
要
で
あ
る）

6
（

。
行
為
者
に
自
由
な
行
為
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
場
合
、
犯
罪
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
必

要
な
行
為
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
の
み
、
不
作
為
は
帰
責
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ

ツ
に
お
い
て
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
不
自
由
な
不
作
為
が
、
そ
の
原
因
に
お
い
て
自
由
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
例
外
的
に
帰
責
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
を
素
材
と
し
て
、
結
果
行
為
時
に
構
成
要

件
要
素
を
欠
く
行
為
に
つ
い
て
、事
前
の
行
為
を
根
拠
と
す
る
構
成
要
件
該
当
性
の
基
礎
づ
け
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

２　

作
為
犯
か
不
作
為
犯
か

　

た
と
え
ば
、
転
轍
手
が
後
の
時
点
の
転
轍
を
不
可
能
に
す
る
た
め
に
、
酩
酊
に
よ
る
意
識
喪
失
状
態
を
生
じ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
転
轍
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
に
列
車
衝
突
事
故
が
発
生
し
、
多
数
人
が
死
傷
し
た
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
、
先
行
行
為
で
あ
る
飲
酒
行
為
が
な
け
れ
ば
構

成
要
件
該
当
結
果
は
確
実
性
に
境
を
接
す
る
蓋
然
性
を
も
っ
て
回
避
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
作
為
可
能
性
の
積
極
的
排
除
も

作
為
犯
の
構
成
要
件
を
充
足
す
る
と
の
見
解
が
あ
る）

7
（

。

　

し
か
し
、
多
数
説
は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
は
不
作
為
犯
が
問
題
と
な
る
と
す
る
。
作
為
義
務
者
が
事
前
に
自
己
の
行

為
能
力
を
奪
う
当
該
作
為
を
直
接
問
責
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
原
因
行
為
を
考
慮
し
て
、
行
為
能
力
が
な
い
時
点
で
の
作
為
義
務
の
不
履



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
四
号�

三
四
〇

犯
罪
論
に
お
け
る
同
時
存
在
の
原
則
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為

一
七
一
八

行
が
処
罰
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る）

8
（

。作
為
と
不
作
為
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、

作
為
に
不
作
為
が
伴
う
時
に
、
当
該
作
為
と
結
果
発
生
と
の
間
の
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
作
為
で
は
な
く
不
作
為
と
み
る
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
る）

9
（

。
ま
た
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
、
命
令
の
履
行
を
不
可
能
に
す
る
な
と
い
う
禁
止
に
違
反
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
禁
止
の
意
味
は
究
極
的
に
は
後
の
、
義
務
履
行
行
為
を
せ
よ
と
い
う
命
令
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
積
極
的
行
為
の

無
価
値
は
不
作
為
の
無
価
値
に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る）
₁₀
（

。
行
為
者
は
、
作
為
義
務
か
ら
生
じ
る
禁
止
、
す
な
わ
ち
こ
の
命
令
を
履
行

す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
、
あ
る
い
は
こ
の
命
令
か
ら
他
の
方
法
で
免
れ
よ
う
と
す
る
禁
止
に
違
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
象
論

上
は
作
為
で
あ
る
と
し
て
も
、
規
範
的
に
は
不
作
為
構
成
要
件
に
包
摂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₁₁
（

。
転
轍
手
は
積
極
的
に
飲
酒
に
よ
っ
て
構

成
要
件
該
当
結
果
を
惹
起
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
作
為
犯
は
考
え
ら
れ
な
い
。
飲
酒
す
る
こ
と
の
禁
止
は
、
転
轍
手
が
自
己
の
作
為
義
務

を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
保
障
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
違
反
は
不
作
為
犯
の
み
を
基
礎
づ
け
る）
₁₂
（

。
被
害
者
は
作
為
義
務
者

の
作
為
に
よ
っ
て
の
み
救
助
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
不
作
為
犯
の
不
法
の
み
が
存
在
す
る
の
で
あ
る）
₁₃
（

。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
行
為
に
基
づ

い
て
命
じ
ら
れ
た
作
為
を
実
行
し
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
不
作
為
と
い
え
る
。

３　

否
定
説

⑴　

否
定
説

　

否
定
説
は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
処
罰
は
、
不
作
為
犯
に
お
け
る
作
為
可
能
性
は
具
体
的
な
作
為
義
務
が
現
実
化
し
た
時
点

で
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
と
相
容
れ
な
い
と
批
判
す
る）
₁₄
（

。
ド
イ
ツ
刑
法
八
条
か
ら
、
行
為
者
が
作
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
点
に
お
け
る
不
作
為
の
み
が
犯
罪
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で
は
行
為
能
力
・
作
為
可
能
性
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
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ら
、
不
作
為
犯
は
成
立
し
な
い
。
結
果
回
避
命
令
は
、
保
護
法
益
が
具
体
的
に
危
殆
化
さ
れ
て
初
め
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
存

在
原
則
か
ら
、
故
意
・
過
失
は
実
行
行
為
時
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
、
実
行
行
為
以
前

の
原
因
行
為
時
の
故
意
は
事
前
の
故
意
で
あ
り
、
不
作
為
時
点
で
の
故
意
が
欠
け
る）
₁₅
（

。
同
時
存
在
原
則
か
ら
の
例
外
を
認
め
る
た
め
に
は
、

刑
法
一
七
条
二
項
（
回
避
可
能
な
禁
止
の
錯
誤
）、
三
五
条
一
項
第
二
文
（
自
招
に
よ
る
免
責
的
緊
急
避
難
状
況
）
の
よ
う
な
法
律
の
規
定

が
必
要
で
あ
る
が
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
は
そ
の
よ
う
な
規
定
は
な
い）
₁₆
（

。
可
罰
性
の
前
倒
し
は
行
為
者
に
不
利
益
な
類
推
で
あ

り
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る）
₁₇
（

。
し
た
が
っ
て
、
引
き
受
け
過
失
の
限
度
で
処
罰
が
可
能
で
あ
る
に
と
ど
ま
る）
₁₈
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
行

為
の
当
罰
性
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
立
法
論
的
に
、
た
と
え
ば
刑
法
三
二
三
ａ
条
（
不
救
助
罪
）
を
有
責
に
惹
起
さ
れ
た
行
為
無
能
力
に
拡

大
す
る
か
、
あ
る
い
は
こ
の
規
定
を
刑
法
二
〇
条
（
責
任
無
能
力
）
に
対
す
る
例
外
の
創
出
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る）
₁₉
（

。

⑵　

不
要
説

　

1）S
truensee

の
見
解�　

Struensee

は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
と
い
う
特
別
な
ル
ー
ル
は
必
要
な
い
と
す
る
。
作
為
義
務

の
発
生
段
階
か
ら
最
後
に
介
入
が
可
能
な
段
階
ま
で
に
将
来
の
結
果
回
避
可
能
性
を
排
除
す
る
場
合
、
最
後
に
可
能
な
命
令
充
足
の
期
間
が

よ
り
早
期
の
介
入
の
時
期
ま
で
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
帰
結
の
み
を
有
す
る
。
作
為
可
能
性
は
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
作
為
を
、
規
範
遵
守
意
思

が
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
瞬
間
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る）
₂₀
（

。ま
た
、不
作
為
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為（om

issio 

libera in om
ittendo

）
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
通
常
の
不
作
為
犯
の
実
現
形
式
で
あ
る
と
す
る）
₂₁
（

。
命
令
の
充
足
は
、
通
常
複
数
の
部
分
的
行

為
に
よ
り
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
全
て
の
部
分
的
行
為
が
全
体
と
し
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
命
令
充
足
活
動
の
対
象
で

あ
る
。
多
数
の
必
要
な
身
体
運
動
の
一
つ
の
み
の
不
存
在
か
ら
命
令
全
体
が
充
足
さ
れ
な
い
こ
と
が
生
じ
る
。
結
果
回
避
の
た
め
の
必
要
条

件
の
一
つ
を
設
定
し
な
い
こ
と
で
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。具
体
的
な
命
令
充
足
は
多
数
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
個
々
の
部
分
的
行
為
を
要
求
し
、
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二
〇

最
後
の
部
分
的
行
為
の
拒
否
に
よ
っ
て
初
め
て
違
反
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
通
常
、
規
範
の
名
宛
人
が
行
為
し
始
め
ず
、
最
初
の
必
要
な
部

分
的
給
付
を
提
供
し
な
い
こ
と
に
よ
り
違
反
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
行
す
る
不
作
為
に
よ
り
命
令
充
足
を
不
可
能
に
す
る
こ

と
は
、
通
常
の
命
令
規
範
の
不
遵
守
の
場
合
で
あ
る
か
ら
、
不
作
為
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
と
い
う
概
念
は
不
要
で
あ
る
。
不
作
為
概
念

に
要
求
さ
れ
る
部
分
的
行
為
遂
行
の
可
能
性
に
と
っ
て
、
不
作
為
者
が
事
前
に
彼
に
可
能
な
他
の
行
為
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
現
実

化
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
足
り
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
為
可
能
性
は
、
先
行
行
為
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
作
為
可

能
性
で
足
り
る
の
で
あ
る）
₂₂
（

。
こ
の
可
能
性
の
条
件
が
自
己
の
行
為
に
よ
り
支
配
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
常
に
作
為
可
能
性
は
存
在
す
る
。
ど

の
時
点
か
ら
積
極
的
作
為
に
よ
り
将
来
の
作
為
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
不
作
為
に
よ
り
可
能
性
を
維
持
す
る
義
務
が
介
入
す

る
か
は
、
不
作
為
の
可
罰
性
に
内
在
す
る
作
為
可
能
性
の
拡
大
解
釈
、
構
成
要
件
該
当
状
況
の
時
間
的
拡
大
の
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₂₃
（

。
し

た
が
っ
て
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
は
不
作
為
犯
の
通
常
の
場
合
に
含
ま
れ
、
同
時
存
在
の
原
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

Struensee

の
見
解
に
対
し
て
は
、
作
為
の
不
実
行
の
時
点
で
は
も
は
や
行
為
無
能
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
解
決
は
純
粋
な

作
為
可
能
性
の
擬
制
を
意
味
す
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₂₄
（

。
ま
た
、
こ
の
見
解
は
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
に
関
す
る
構
成
要
件
モ
デ
ル
な

い
し
拡
大
モ
デ
ル
に
類
似
す
る
が
、
拡
大
は
一
般
的
に
可
能
で
あ
る
の
か
、
刑
法
二
六
六
ａ
条
の
支
払
満
期
の
よ
う
に
、
法
律
上
設
定
さ
れ

た
期
間
の
場
合
も
拡
大
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る）
₂₅
（

。

　

2）
労
働
対
価
の
不
払
い
の
罪
（
ド
イ
ツ
刑
法
二
六
六
ａ
条
一
項
） 　

ド
イ
ツ
刑
法
二
六
六
ａ
条
一
項
は
、﹁
労
働
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
と
し
て
、
労
働
援
助
金
を
含
む
社
会
保
険
へ
の
被
用
者
の
納
付
金
を
徴
収
所
に
納
付
し
な
か
っ
た
者
は
、

五
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
罰
金
に
処
す
る
。﹂
と
規
定
す
る
。
多
数
説
・
判
例
は
、
こ
の
規
定
に
関
し
て
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作

為
に
よ
り
、
支
払
い
無
能
力
の
惹
起
が
非
難
す
べ
き
場
合
、
使
用
者
は
免
責
さ
れ
な
い
と
解
し
て
い
る）
₂₆
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、﹁
不
作
為
﹂
を
﹁
原
因
﹂
と
混
同
す
る
も
の
で
あ
り
、
支
払
い
無
能
力
の
惹
起
、
あ
る
い
は
十
分
な
資
金
を
調
達
す
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る
こ
と
の
懈
怠
は
、
刑
法
二
六
六
ａ
条
に
記
述
さ
れ
た
﹁
支
払
う
べ
き
保
険
料
の
不
払
い
﹂
と
は
別
の
行
為
態
様
で
あ
る
か
ら
、
二
六
六
ａ

条
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
不
作
為
を
支
払
無
能
力
の
惹
起
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₂₇
（

。

　

ま
た
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
概
念
を
用
い
な
く
て
も
、
使
用
者
の
責
任
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。

債
務
者
で
あ
る
使
用
者
が
支
払
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
引
き
受
け
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
事

前
に
支
払
能
力
を
維
持
す
る
、
あ
る
い
は
回
復
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
適
切
な
措
置
に
よ
り
支
払
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
場
合
に
は
、
支
払
満
期
時
に
支
払
無
能
力
で
あ
っ
て
も
免
責
さ
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る）
₂₈
（

。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
引
き
受
け

過
失
は
特
別
な
過
失
の
帰
責
で
あ
り
、
刑
法
二
六
六
ａ
条
は
故
意
犯
の
み
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₂₉
（

。

　

3）
過
失
犯
の
特
殊
性 　

過
失
犯
に
お
い
て
は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
過
失
犯

の
場
合
は
過
失
行
為
の
定
型
が
緩
や
か
で
あ
る
か
ら
、
結
果
行
為
の
時
点
で
結
果
回
避
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
過
失
行
為
は
結
果
行
為
よ

り
も
溯
っ
て
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
結
果
は
そ
の
過
失
行
為
と
相
当
因
果
関
係
が
あ
れ
ば
足
り
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₃₀
（

。
ド
イ
ツ

の
判
例
・
多
数
説
に
お
い
て
も
、
過
失
犯
に
つ
い
て
は
、
可
罰
性
の
基
礎
づ
け
の
た
め
に
は
先
行
行
為
と
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る）
₃₁
（

。
こ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
も
、

一
定
の
条
件
下
で
の
行
為
（
原
因
行
為
）
の
開
始
自
体
が
、
そ
の
後
の
回
避
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
自
動
的
に
結
果
発
生
へ
と
つ
な
が
る
結
果

行
為
の
起
点
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る）
₃₂
（

。

　

逆
に
、
過
失
犯
と
は
、
法
定
さ
れ
た
﹁
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂
で
あ
る
と
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
物
理
的
な
結
果
回
避
可

能
性
を
前
も
っ
て
維
持
し
て
お
く
注
意
義
務
に
違
反
し
て
物
理
的
な
結
果
回
避
可
能
性
を
自
ら
消
滅
さ
せ
た
者
、
ま
た
は
事
実
認
識
を
前
も

っ
て
獲
得
す
る
注
意
義
務
に
違
反
し
て
結
果
予
見
を
持
た
な
か
っ
た
者
は
、﹁
例
外
的
﹂
に
責
任
阻
却
の
主
張
適
格
を
失
い
、
一
定
限
度
の

刑
事
責
任
を
負
う
と
い
う
の
が
﹁
過
失
﹂
制
度
の
趣
旨
だ
と
い
え
る
と
し
、
結
果
回
避
措
置
の
必
要
性
の
予
見
可
能
性
、
情
報
収
集
措
置
の
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必
要
性
の
予
見
可
能
性
は
、
事
前
の
落
ち
度
を
認
め
る
た
め
の
前
提
条
件
と
さ
れ
る）
₃₃
（

。

　

ま
た
、
過
失
犯
の
実
行
行
為
の
要
件
と
し
て
の
危
険
性
は
、
危
険
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
（
制
御
で
き
な
な
い
危
険
）

に
実
質
的
な
危
険
性
が
認
め
ら
れ
、
法
益
侵
害
の
切
迫
性
は
要
件
で
は
な
く
、
危
険
の
制
御
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
法
益
侵
害
の
（
あ
る
程

度
の
）
確
実
性
が
要
求
さ
れ
る
と
し
て
、
過
失
の
競
合
に
お
い
て
は
、
直
近
（
後
行
）
行
為
で
は
結
果
を
回
避
で
き
な
い
場
合
に
初
め
て
先

行
行
為
自
体
が
禁
止
さ
れ
、
実
行
行
為
は
先
行
行
為
に
溯
る
と
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る）
₃₄
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
過
失
犯
と
故
意
犯
の
実
行
行
為
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
故
意
の
認
識
対
象
と
過
失
の
予
見
可
能
性

の
対
象
を
異
な
る
も
の
と
し
な
い
限
り
、両
者
の
実
行
行
為
の
危
険
性
の
差
を
理
由
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₃₅
（

。
ま
た
、

過
失
不
作
為
も
行
為
者
が
作
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
点
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
刑
法
八
条
の
観
点
か
ら
、
原
因
に
お
い

て
自
由
な
不
作
為
と
い
う
形
態
に
お
け
る
不
作
為
犯
の
場
合
に
は
貫
徹
で
き
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る）
₃₆
（

。

　

そ
う
す
る
と
、
一
定
の
条
件
の
下
で
の
行
為
の
開
始
自
体
が
、
そ
の
後
の
物
理
的
結
果
回
避
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
、
自
動
的
に
結
果
へ
と

つ
な
が
る
結
果
行
為
の
起
点
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
初
め
て
、
過
失
結
果
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う）
₃₇
（

。
そ
こ
に
は
、

次
の
引
き
受
け
過
失
の
構
造
と
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。

　

4）
引
き
受
け
過
失 　

熟
練
あ
る
い
は
専
門
知
識
を
要
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
必
要
な
熟
練
・
専
門
知
識
が
欠
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
行
為
を
実
行
す
る
場
合
、
直
接
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
時
に
予
見
不
可
能
あ
る
い
は
結
果
回
避
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以

前
の
行
為
の
引
き
受
け
時
点
に
溯
っ
て
、
そ
の
行
為
に
実
行
行
為
性
が
認
め
ら
れ
、
予
見
可
能
性
・
結
果
回
避
可
能
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
過

失
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る）
₃₈
（

。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
と
同
様
に
争

い
が
あ
る）
₃₉
（

。
ま
た
、
こ
れ
は
、
構
成
要
件
該
当
行
為
の
時
点
で
過
失
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
の
例
外
で
は
な
く）
₄₀
（

、
過
失

犯
の
諸
原
則
に
よ
り
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
指
摘
も
あ
る）
₄₁
（

。
結
果
回
避
が
不
可
能
な
（
自
由
で
な
い
結
果
回
避
無
能
力
）
状
態
を
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招
い
た
こ
と
に
つ
い
て
行
為
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
が
存
在
す
る
（
原
因
に
お
い
て
自
由
で
あ
っ
た
）
場
合
に
、
結
果
の
帰
属
が
可
能

と
な
る
と
さ
れ
る）
₄₂
（

。
引
き
受
け
過
失
は
、
結
果
行
為
の
時
点
で
行
為
無
能
力
が
生
じ
た
場
合
で
あ
り
、
自
動
的
に
結
果
発
生
に
至
る
因
果
経

過
が
始
動
し
て
し
ま
う
の
で
、
事
前
の
原
因
行
為
に
結
果
惹
起
の
危
険
創
出
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
い
え
る）
₄₃
（

。

　

こ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
理
論
に
よ
ら
な
く
て
も
、
原
因
行
為
に
実
行
行
為
性
が
認
め
ら
れ
、
引
き

受
け
た
任
務
を
自
分
が
果
た
せ
な
い
こ
と
が
認
識
で
き
、
結
果
発
生
の
予
見
可
能
性
・
結
果
回
避
可
能
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
過
失
犯
の
成
立

が
認
め
ら
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
自
己
の
行
為
無
能
力
に
よ
り
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
法
益
侵
害
は
、
す
で
に
そ
の
行
為
を
引
き
受
け
る

時
点
で
認
識
可
能
で
あ
り
、
行
為
を
断
念
す
る
こ
と
で
回
避
で
き
る
か
ら
で
あ
る）
₄₄
（

。
実
行
行
為
性
を
認
め
る
た
め
に
は
、
引
き
受
け
行
為
に

結
果
発
生
の
具
体
的
危
険
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₄₅
（

。
ま
た
、
引
き
受
け
過
失
は
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
の
構

造
上
の
類
似
性
を
有
す
る）
₄₆
（

、
あ
る
い
は
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
下
位
事
例
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る）
₄₇
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
予
見
可
能
性
は
結
果
の
予
見
可
能
性
で
は
な
く
、﹁
結
果
回
避
可
能
性
の
な
い
状
態
に
陥
る
こ

と
の
予
見
可
能
性
﹂
で
あ
り
、
最
終
結
果
と
の
関
係
で
は
間
接
的
な
予
見
可
能
性
に
と
ど
ま
る）
₄₈
（

、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
間
接
的
危
険
は
当
然

に
は
禁
止
の
対
象
と
は
な
り
え
ず
、
無
限
に
過
去
に
溯
っ
て
処
罰
し
得
る
可
能
性
が
あ
り
、
間
接
的
危
険
を
直
接
的
な
結
果
惹
起
行
為
と
同

視
す
る
も
の
で
あ
り
、
故
意
犯
で
は
予
備
に
す
ぎ
な
い
行
為
、
本
来
実
行
行
為
と
み
な
し
え
な
い
行
為
に
構
成
要
件
該
当
性
を
認
め
て
い
る

た
め
、
同
時
存
在
原
則
の
違
反
と
な
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₄₉
（

。

　

そ
こ
で
、
引
き
受
け
過
失
に
よ
る
過
失
犯
の
可
罰
性
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
結
果
の
回
避
可
能
性
あ
る
い
は
認
識
可
能
性
の
欠
如
自

体
を
回
避
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
や
、
道
路
交
通
や
医
療
の
よ
う
な
事
前
に
結
果
回
避
の
た
め
の
能
力
が
要
求
さ
れ
る
よ

う
な
特
別
な
領
域
に
限
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
、
故
意
を
想
定
し
た
場
合
に
未
遂
の
開
始
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る

と
の
限
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る）
₅₀
（

。
少
な
く
と
も
、
結
果
回
避
が
可
能
で
あ
っ
た
時
点
で
、
当
該
結
果
発
生
の
具
体
的
予
見
可
能
性
、
す
な
わ
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ち
、
自
己
の
行
為
が
当
該
結
果
を
回
避
す
る
能
力
を
不
当
に
制
限
し
、
結
果
回
避
無
能
力
状
態
に
陥
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
結
果
が

発
生
す
る
こ
と
の
具
体
的
予
見
可
能
性
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る）
₅₁
（

。

４　

肯
定
説

⑴　

原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
同
様
の
根
拠

　

原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
可
罰
性
を
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
同
様
の
根
拠
で
基
礎
づ
け
る
見
解
に
共
通
す
る
の
は
、
原
因

行
為
時
に
行
為
能
力
を
維
持
す
る
、
あ
る
い
は
必
要
な
行
為
を
不
可
能
に
し
な
い
と
い
う
義
務
を
保
障
人
的
義
務
か
ら
導
き
出
し
、
こ
の
義

務
は
結
果
行
為
時
か
ら
前
倒
し
さ
れ
、
こ
の
義
務
に
は
保
障
人
と
し
て
記
述
さ
れ
た
結
果
の
不
発
生
を
保
障
す
る
義
務
、
す
な
わ
ち
行
為
能

力
・
作
為
可
能
性
を
維
持
・
回
復
す
る
義
務
が
内
在
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
前
倒
し
論
））
₅₂
（

。
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
お
い

て
重
要
な
の
は
、
義
務
違
反
の
先
行
行
為
に
基
づ
い
て
命
じ
ら
れ
た
作
為
の
不
実
行
で
あ
り
、
こ
れ
は
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
同
様

の
根
源
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
問
題
状
況
は
お
互
い
に
対
応
す
る
か
ら
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の

原
則
を
転
用
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₅₃
（

。
刑
法
上
の
義
務
は
、
そ
の
履
行
能
力
を
維
持
・
回
復
す
べ
き
義
務
を
含
む
こ
と
は
、
常

に
事
前
責
任
の
理
論
の
基
本
思
想
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る）
₅₄
（

。M
aurach

は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
は
責
任
無
能
力
の
惹
起
に
限
定

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
構
成
要
素
に
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る）
₅₅
（

。
た
だ
し
、M

aurach

は
、
行
為
無
能
力
者
は
﹁
決
定

的
な
時
点
で
結
果
回
避
可
能
性
を
有
し
て
い
た
よ
う
に
﹂
扱
わ
れ
る
と
す
る
の
み
で
あ
り）
₅₆
（

、
行
為
能
力
の
擬
制
を
認
め
る
に
と
ど
ま
り
、
原

因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
独
自
の
理
論
的
意
義
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
同
時
存
在
原
則
違
反
、
罪
刑
法
定
主

義
違
反
と
い
う
否
定
説
か
ら
の
批
判
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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1）
間
接
正
犯
の
下
位
事
例 　

間
接
正
犯
類
似
説
は
、
行
為
無
能
力
者
で
あ
る
自
己
を
道
具
と
し
て
利
用
し
て
構
成
要
件
を
実
現
す
る
も
の

と
理
解
す
る）
₅₇
（

。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
間
接
正
犯
類
似
説
自
体
の
問
題
性
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
行

為
能
力
の
な
い
﹁
何
者
か
﹂
は
、
す
で
に
概
念
的
に
道
具
で
は
あ
り
え
な
い）
₅₈
（

。
ま
た
、
自
手
犯
の
場
合
は
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
は
排

除
さ
れ
る
し
、
不
作
為
犯
は
自
己
の
﹁
道
具
﹂
を
制
御
し
て
お
ら
ず
、
間
接
正
犯
に
と
っ
て
必
要
な
道
具
の
支
配
は
、
行
為
無
能
力
の
現
実

化
の
場
合
に
は
な
い
の
で
あ
り
、
一
般
に
不
作
為
犯
が
間
接
正
犯
に
お
い
て
行
わ
れ
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る）
₅₉
（

。
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為

の
場
合
は
、
未
遂
の
開
始
と
行
為
の
終
了
の
間
の
ど
こ
か
の
時
点
に
責
任
を
前
倒
し
す
る
こ
と
で
足
り
る
が
、
不
作
為
構
成
要
件
の
場
合
は
、

少
な
く
と
も
作
為
義
務
の
現
実
化
の
時
点
で
行
為
能
力
が
行
為
者
に
存
在
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不

作
為
の
場
合
、
行
為
者
は
現
実
化
す
る
作
為
義
務
に
先
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
接
正
犯
と
の
類
似
は
適
切
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
）
₆₀
（

。

　

2）
構
成
要
件
的
解
決 　

構
成
要
件
的
解
決
は
、
行
為
者
が
行
為
能
力
を
排
除
す
る
行
為
を
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
な
い
し
未
遂
の

開
始
と
し
て
理
解
す
る）
₆₁
（

。
し
た
が
っ
て
、
後
の
決
定
的
な
結
果
行
為
時
点
で
行
為
無
能
力
、
作
為
・
結
果
回
避
不
可
能
で
あ
っ
て
も
不
作
為

犯
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
行
為
者
が
行
為
無
能
力
状
態
に
す
る
原
因
行
為
時
に
は
作
為
義
務
は
存
在
せ
ず
、
行
為
無
能
力
状
態
に
す
る
原
因
行

為
自
体
は
な
お
構
成
要
件
的
に
処
罰
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
し
、
そ
の
時
点
で
の
故
意
は
事
前
の
故
意
で
あ
る）
₆₂
（

、
ま
た
、
何
故
に
通
常
の
状

態
に
お
け
る
原
因
設
定
は
他
の
行
為
の
直
接
的
な
条
件
の
充
足
時
の
行
為
・
責
任
能
力
の
欠
如
に
勝
る
の
か
の
根
拠
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
刑
法
八
条
は
、
不
作
為
の
場
合
、
行
為
遂
行
に
つ
い
て
行
為
者
が
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
点
を
基
準
と
す
る
が
、
原
因

に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
、
す
で
に
行
為
無
能
力
・
作
為
不
可
能
で
あ
っ
た
時
点
で
初
め
て
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₆₃
（

。
さ
ら
に
、
法
益
が
具
体
的
に
危
殆
化
さ
れ
て
初
め
て
未
遂
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
の
で
あ
り
、
過
失
構
成
要
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件
や
未
遂
が
可
罰
的
で
な
い
故
意
行
為
の
場
合
、
原
因
行
為
は
行
為
遂
行
の
直
接
的
開
始
と
は
い
え
な
い）
₆₄
（

。
す
な
わ
ち
、
構
成
要
件
的
解
決

は
、
命
令
は
保
護
法
益
が
具
体
的
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
に
初
め
て
生
じ
る
と
い
う
こ
と
を
見
誤
っ
て
い
る）
₆₅
（

な
ど
と
批
判
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
、
最
近
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
構
成
要
件
的
行
為
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

行
為
が
規
範
命
令
に
含
ま
れ
、
直
接
構
成
要
件
に
前
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
因
行
為
自
体
が
構
成
要
件
的
に
処
罰
さ
れ
る
行
為
で
は

な
い
と
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
。
第
二
に
、
未
遂
の
可
罰
性
に
よ
り
、
可
罰
的
行
為
の
射
程
範
囲
は
本
来
の
構
成
要
件
に
前
置
さ
れ
た
、
満

期
（
結
果
を
直
接
発
生
さ
せ
る
行
為
時
）
以
前
の
領
域
（
客
観
的
に
な
っ
た
直
接
的
な
行
為
の
開
始
）
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
結

果
行
為
時
の
直
接
的
な
作
為
義
務
の
現
実
化
以
前
の
行
為
が
す
で
に
構
成
要
件
の
作
為
義
務
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
可
罰
行
為

の
満
期
以
前
の
領
域
へ
の
拡
大
は
必
要
な
く
、
未
遂
の
可
罰
性
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
未
遂
の
可
罰
性
の
不
存
在
の
場
合
に

構
成
要
件
的
解
決
は
成
功
し
な
い
と
の
批
判
も
当
た
ら
な
い
。
第
三
に
、
原
因
行
為
を
構
成
要
件
的
行
為
と
判
断
す
れ
ば
、
事
前
の
故
意
で

は
な
く
構
成
要
件
的
行
為
と
同
時
に
存
在
す
る
故
意
で
あ
る
か
ら
、
事
前
の
故
意
で
あ
る
と
の
批
判
も
当
た
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る）
₆₆
（

。

　

3）
拡
張
モ
デ
ル 　

拡
張
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、保
障
人
的
義
務
は
、（
黙
示
的
に
）
行
為
能
力
を
維
持
す
る
保
障
人
の
義
務
か
ら
導
き
出
さ
れ
、

保
障
人
的
義
務
の
背
後
に
事
前
の
作
為
あ
る
い
は
不
作
為
の
方
向
に
命
令
規
範
を
拡
張
し
、
保
障
人
的
義
務
の
時
間
的
事
前
作
用
が
創
設
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
命
令
規
範
か
ら
、
命
令
の
履
行
を
不
可
能
に
す
る
、
あ
る
い
は
行
為
無
能
力
に
な
る
こ
と
、
そ
の
他
の
方
法
で
こ
れ
を

免
れ
る
こ
と
の
禁
止
が
導
き
出
さ
れ
る
。
保
障
人
的
義
務
は
、
要
求
さ
れ
る
作
為
を
不
可
能
に
し
な
い
、
行
為
能
力
を
維
持
す
る
と
い
う
前

倒
し
さ
れ
た
法
義
務
を
内
包
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
義
務
違
反
の
原
因
行
為
の
場
合
、
行
為
無
能
力
の
保
障
人
に
対
し
て
行
為

無
能
力
の
惹
起
が
非
難
さ
れ
る）
₆₇
（

。
拡
張
モ
デ
ル
は
、
刑
法
二
〇
条
に
お
け
る
﹁
行
為
遂
行
﹂
概
念
を
、
未
遂
行
為
と
し
て
示
さ
れ
る
か
否
か

に
は
か
か
わ
り
な
く
、
構
成
要
件
実
現
に
資
す
る
原
因
行
為
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
成
要
件
モ
デ
ル
の
弱
点
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
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法
秩
序
が
特
定
の
作
為
を
命
じ
る
場
合
、
そ
れ
は
同
時
に
作
為
義
務
者
が
命
じ
ら
れ
た
作
為
を
不
可
能
に
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
し
な
い

こ
と
の
正
当
化
あ
る
い
は
免
責
に
役
立
ち
う
る
よ
う
な
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

禁
止
は
命
令
規
範
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
そ
の
名
宛
人
は
作
為
義
務
者
の
み
で
あ
る）
₆₈
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
刑
法
八
条
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
構
成
は
で
き
な
い
し
、
未
遂
の
開
始
以
前
に
理
解
さ
れ
た
故
意
は
可
罰
性
の
根
拠
と

し
て
は
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
事
前
の
故
意
の
問
題
が
生
じ
、
二
〇
条
に
お
け
る
﹁
行
為
﹂
概
念
の
本
来
の
構
成
要
件
実
現
の
開
始

以
前
の
行
為
へ
の
拡
大
は
、
同
時
存
在
原
則
に
違
反
す
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₆₉
（

。

　

4）
例
外
モ
デ
ル 　

例
外
モ
デ
ル
は
、
不
作
為
は
行
為
能
力
を
前
提
と
す
る
と
い
う
同
時
存
在
原
則
の
例
外
と
し
て
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
〇
条

に
お
け
る
﹁
行
為
遂
行
﹂
の
概
念
が
未
遂
行
為
と
し
て
示
さ
れ
る
か
否
か
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
こ
れ
を
構
成
要
件
実
現
に
資
す
る
原
因
行

為
に
拡
大
す
る）
₇₀
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
不
作
為
を
理
由
と
し
て
処
罰
す
る
た
め
に
、
そ
の
意
味
内
容
が
も
っ
ぱ
ら
不
作
為
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
作
為

と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る）
₇₁
（

、
あ
る
い
は
、
法
律
上
の
根
拠
を
欠
く）
₇₂
（

と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
は
、

実
行
行
為
自
体
は
現
実
に
法
益
を
侵
害
す
る
結
果
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
が
構
成
要
件
に
該
当
し
違
法
な
行
為
で
あ
り
、
責
任
の
前
倒
し
、
あ

る
い
は
特
別
な
事
前
責
任
の
問
題
が
生
じ
る
と
い
え
る
が
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
は
、
結
果
行
為
は
構
成
要
件
に
該
当
し

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
例
外
モ
デ
ル
を
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う）
₇₃
（

。

⑵　

独
自
説

　

H
ruschka

は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
よ
る
構
成
要
件
実
現
は
、
不
作
為
時
に
不
作
為
者
が
必
要
な
作
為
を
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
の
例
外
を
承
認
す
る
場
合
に
の
み
十
分
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る）
₇₄
（

。そ
し
て
、
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行
為
無
能
力
等
を
回
避
す
る
責
務
に
違
反
し
て
回
避
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
回
避
可
能
な
行
為
遂
行
不
可
能
性
を
代
用
し
て
、
行
為
無
能
力
者

に
不
作
為
を
﹁
特
別
に
﹂
帰
責
す
る
。
こ
れ
は
、
行
為
能
力
を
維
持
す
る
義
務
の
帰
責
可
能
な
違
反
の
承
認
に
基
づ
き
、
帰
責
可
能
な
仮
定

的
命
令
（
＝
作
為
義
務
）
の
不
履
行
は
、
行
為
無
能
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
作
為
と
し
て
示
さ
れ
た
作
為
の
不
実
行
の
帰
責
に
至
る
義
務

違
反
と
同
義
で
あ
る
と
す
る）
₇₅
（

。

　

し
か
し
、﹁
特
別
な
帰
責
﹂
は
、
承
認
さ
れ
た
行
為
主
義
の
例
外
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
単
な
る
不
作
為
の
擬
制
に
他
な
ら
な
い
と

批
判
さ
れ
る）
₇₆
（

。
ま
た
、
故
意
は
、
作
為
義
務
の
不
存
在
に
基
づ
い
て
、
事
前
の
故
意
と
し
て
示
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る）
₇₇
（

。﹁
仮
定

的
命
令
﹂
が
い
か
に
し
て
理
論
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
要
件
で
、
ど
の
範
囲
で
義
務
違
反
に
よ
る
作
為
義
務
の
不
履
行
が
行
為

能
力
の
な
い
不
作
為
に
﹁
特
別
に
﹂
帰
責
さ
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
故
意
に
よ
る
不
作
為
の
帰
責
に
と
っ

て
、
な
ぜ
故
意
に
よ
る
﹁
責
務
違
反
﹂
の
み
で
足
り
る
の
か
を
説
明
で
き
な
い）
₇₈
（

。
結
局
、
構
成
要
件
の
許
さ
れ
な
い
類
推
適
用
で
あ
り
、
罪

刑
法
定
主
義
に
違
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

５　

検　
　

討

⑴　

原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為

　

肯
定
説
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
何
故
に
、
作
為
義
務
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、
命
令
を
履
行
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
の
禁
止
、
相

当
な
義
務
、
あ
る
い
は
作
為
義
務
に
内
在
す
る
、
前
段
階
で
義
務
者
が
自
由
に
処
理
で
き
る
作
為
可
能
性
を
原
因
行
為
の
領
域
に
拡
大
し
て

よ
い
か
と
い
う
問
題
に
答
え
る
こ
と
で
あ
る）
₇₉
（

。
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
の
相
違
は
、
責
任
無
能
力
な
い
し
限
定
責
任
能
力
を
自
招
す

る
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
、
結
果
発
生
時
に
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
が
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
行
為
無
能
力
等
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を
自
招
す
る
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
は
、
結
果
発
生
時
に
は
刑
法
的
評
価
の
対
象
と
す
べ
き
構
成
要
件
該
当
行
為
が
存
在
し

な
い
こ
と
で
あ
る）
₈₀
（

。
結
果
行
為
時
点
で
行
為
無
能
力
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
行
為
無
能
力
は
単
に
責
任
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
く
、
構
成

要
件
該
当
性
を
排
除
し
、
一
定
の
条
件
下
で
の
原
因
行
為
に
よ
り
、
い
わ
ば
自
動
的
に
結
果
発
生
に
至
る
因
果
経
過
が
始
動
し
て
し
ま
い
、

事
前
の
原
因
行
為
に
所
為
の
起
点
と
し
て
結
果
惹
起
の
危
険
創
出
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
責
任
無
能
力
時
の
結
果
行

為
は
意
思
的
行
為
で
あ
り
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
実
行
行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
行
為
無
能
力
・

結
果
回
避
不
可
能
な
行
為
と
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
が
責
任
を
阻
却
す
る
責
任
無
能
力
の
行
為
と
は
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
を
共
通
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い）
₈₁
（

。

　

犯
罪
の
成
立
を
阻
却
す
る
状
態
を
回
避
可
能
な
形
で
惹
起
し
、
そ
の
際
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
犯
罪
を
行
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
予

見
で
き
た
場
合
に
は
、
広
く
事
前
責
任
の
理
論
に
よ
り
犯
罪
が
成
立
す
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
が）
₈₂
（

、
原
因
行
為
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
は
、
構
成
要
件
該
当
性
を
欠
く
行
為
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
行
為
無
能
力
・
作
為
不
可

能
性
を
惹
起
し
た
こ
と
を
非
難
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
構
成
要
件
該
当
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
罪
刑
法
定
主
義
の
要
請
か
ら
、
い
か
に
非
難
す
べ
き
行
為
で
あ
っ
て
も
、
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
限
り
処
罰
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
構
成
要
件
モ
デ
ル
の
よ
う
に
、
原
因
行
為
に
実
行
行
為
性
を
認
め
る
と
い
う
解
決
で
あ
れ
ば
、
原
因
に
お
い

て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
に
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、結
果
行
為
に
実
行
行
為
性
を
認
め
る
見
解
に
と
っ
て
は
、

原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
明
ら
か
に
結
果
行
為
に
つ
い
て
は
構
成
要
件
に
該
当
す
る

実
行
行
為
性
が
否
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
可
罰
性
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
結
果
行
為

時
の
直
接
的
な
作
為
義
務
の
現
実
化
以
前
の
段
階
に
お
け
る
原
因
行
為
に
よ
り
自
ら
行
為
無
能
力
・
作
為
不
可
能
に
す
る
こ
と
が
、
少
な
く

と
も
構
成
要
件
的
な
実
行
行
為
の
重
要
部
分
を
構
成
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
決
定
的
に
重
要
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な
の
は
、
作
為
義
務
は
い
つ
発
生
す
る
か
で
あ
る
。
構
成
要
件
的
状
況
に
お
い
て
存
在
す
る
作
為
命
令
か
ら
、
行
為
能
力
を
維
持
す
る
義
務

と
い
う
前
倒
し
可
能
な
義
務
が
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₈₃
（

。
こ
の
よ
う
に
い
え
て
初
め
て
、
一
定
の
状
況
の
下
で
の
原
因
行
為
に
構

成
要
件
実
現
の
現
実
的
危
険
、
実
行
行
為
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

事
前
に
回
避
す
べ
き
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
避
さ
れ
ず
に
現
実
化
し
た
構
成
要
件
実
現
の
危
殆
化
の
場
合
に
は
、
も
は
や
行
為
無
能

力
・
結
果
回
避
不
可
能
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
結
果
行
為
に
先
行
す
る
事
情
を
考
慮
し
て
、
結
果
行
為
時
の
結
果
回
避
不

可
能
性
の
事
前
の
原
因
行
為
時
に
お
け
る
行
為
能
力
・
結
果
回
避
・
作
為
可
能
性
が
当
該
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
・
実
行
行
為
性
を
基
礎

づ
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
構
成
要
件
モ
デ
ル
は
行
為
無
能
力
の
自
招
の
場
合
に
の
み
妥
当
し
う
る
と
も
い
え

る）
₈₄
（

。
あ
る
い
は
、
結
果
行
為
時
に
行
為
無
能
力
、
結
果
回
避
・
作
為
不
可
能
な
場
合
は
、
原
因
行
為
に
実
行
行
為
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
を
用
い
る
必
要
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る）
₈₅
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
に

つ
い
て
例
外
モ
デ
ル
な
い
し
拡
張
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
と
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
に
つ
い
て
構
成
要
件
モ
デ
ル
を
採
用
す
る

こ
と
は
矛
盾
し
な
い
と
も
い
え
よ
う
。

⑵　

原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
実
行
の
着
手
時
期

　

作
為
義
務
発
生
後
、
積
極
的
作
為
に
よ
り
行
為
無
能
力
状
態
を
惹
起
す
る
場
合
、
す
で
に
作
為
義
務
は
発
生
し
て
お
り
、
規
範
の
名
宛
人

は
こ
の
時
点
で
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
実
行
の
着
手
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
結
果
行
為
時
に

お
け
る
行
為
無
能
力
は
も
は
や
重
要
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
理
論
へ
の
依
拠
は
必
要
で
は
な
い
。
問

題
と
な
る
の
は
、
構
成
要
件
的
結
果
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
直
接
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
原
因
行
為
の
時
点
で
、
行
為
者

自
ら
行
為
無
能
力
状
態
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
で
あ
る
。
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不
作
為
犯
の
未
遂
に
つ
い
て
は
、
①
作
為
義
務
者
が
事
象
経
過
を
そ
の
支
配
領
域
か
ら
解
放
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
自
ら
行
為
無
能
力
を

惹
起
し
た
こ
と
に
よ
り
未
遂
段
階
に
達
す
る
と
の
見
解）
₈₆
（

、
②
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
と
同
様
に
、
時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
結

果
回
避
可
能
な
場
所
か
ら
自
ら
離
れ
る
場
合
に
初
め
て
未
遂
に
な
る
と
す
る
見
解）
₈₇
（

、
③
責
め
に
帰
す
べ
き
行
為
に
よ
り
回
避
可
能
性
を
完
全

に
失
っ
た
時
に
未
遂
に
達
す
る
と
の
見
解）
₈₈
（

、
④
保
障
人
の
不
作
為
の
結
果
、
保
護
法
益
に
対
す
る
危
険
が
増
加
す
る
場
合
、
必
要
な
行
動
の

先
送
り
に
よ
り
救
助
の
チ
ャ
ン
ス
が
減
少
す
る
場
合
に
未
遂
が
存
在
す
る
と
の
見
解）
₈₉
（

、
⑤
作
為
義
務
者
は
行
為
無
能
力
を
自
ら
惹
起
す
る
こ

と
に
よ
り
、
結
果
防
止
に
影
響
を
有
し
な
い
状
態
を
創
り
出
し
た
の
で
あ
り
、
行
為
無
能
力
の
時
点
か
ら
、
客
観
的
に
は
す
で
に
結
果
惹
起

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
す
べ
て
行
い
、
因
果
経
過
を
そ
の
支
配
領
域
か
ら
解
放
し
、
中
間
段
階
な
し
に
構
成
要
件
的
結
果
に
至
る
の
で
あ

る
か
ら
、
未
遂
に
達
す
る
と
の
見
解）
₉₀
（

が
あ
る
。
な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
行
為
者
の
表
象
に
基
づ
い
て
、
支
障
の
な
い
経
過
の
場
合
、
中
間
行
為

な
し
に
構
成
要
件
実
現
に
直
接
帰
着
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
直
接
的
な
時
間
的
・
場
所
的
関
係
が
あ
る
場
合
に
未
遂
の
可
罰
性
を
基

礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
未
遂
行
為
は
時
間
的
要
素
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
な
る
重
要
な
中
間
段
階
の
不
存
在
に
よ
っ
て
も
基
礎
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る）
₉₁
（

。

　

思
う
に
、
不
作
為
犯
の
実
行
の
着
手
時
期
は
、
作
為
義
務
が
現
実
化
し
、
そ
の
違
反
の
結
果
、
構
成
要
件
的
結
果
発
生
の
現
実
的
危
険
が

発
生
す
る
段
階
に
至
っ
た
時
で
あ
る
か
ら）
₉₂
（

、
単
に
自
ら
責
め
に
帰
す
べ
き
行
為
無
能
力
状
態
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
実
行
の
着
手
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
。
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の
場
合
、
行
為
能
力
、
作
為
・
結
果
回
避
可
能
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

作
為
義
務
の
発
生
を
基
礎
づ
け
る
状
況
の
下
で
、
重
要
な
中
間
段
階
な
し
に
自
動
的
に
障
害
な
く
構
成
要
件
的
結
果
発
生
に
至
る
因
果
経
過

を
そ
の
支
配
領
域
か
ら
解
放
し
、
因
果
経
過
に
結
果
回
避
へ
の
影
響
力
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
、
行
為
無
能
力

状
態
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
の
開
始
時
点
に
、
実
行
の
着
手
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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⑶　

作
為
義
務
の
発
生
時
期

　

不
作
為
犯
の
処
罰
根
拠
は
、
法
に
よ
り
期
待
さ
れ
た
作
為
の
不
履
行
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
期
待
に
は
、
法
に
よ
り
意
図
さ
れ
た
、
構
成

要
件
的
結
果
実
現
の
回
避
と
い
う
客
観
的
現
実
の
惹
起
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
す
べ
て
の
行
為
が
含
ま
れ
る）
₉₃
（

。
決
定
的
な
問
題
は
、
命
令
構

成
要
件
は
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
、
ど
の
時
点
か
ら
構
成
要
件
に
該
当
す
る
作
為
義
務
が
始
ま
る
か
で
あ
る）
₉₄
（

。
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
の

場
合
、
行
為
無
能
力
の
惹
起
に
よ
り
、
自
動
的
に
障
害
な
く
構
成
要
件
的
結
果
発
生
に
至
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
行
為
無
能
力

を
惹
起
す
る
こ
と
に
よ
り
結
果
惹
起
の
因
果
経
過
を
開
始
し
、
構
成
要
件
的
結
果
発
生
の
現
実
的
危
険
を
発
生
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
と
、
作

為
義
務
は
、
本
来
要
求
さ
れ
る
（
法
律
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
）
行
為
の
時
点
で
初
め
て
現
実
化
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
早
い
規
範
の
名

宛
人
と
し
て
の
保
障
人
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
状
況
が
存
在
す
る
時
点
で
現
実
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、法
律
が
規
範
の
名
宛
人
を
作
為
義
務
者
と
し
て
選
択
す
る
︱
保
障
人
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
︱
時
点
の
状
況
に
か
か
っ
て
い
る
。

行
為
能
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
構
成
要
件
的
結
果
が
発
生
す
る
危
険
の
あ
る
状
況
を
作
出
し
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
危
険
の
あ
る
行
為
の

開
始
時
な
い
し
実
行
中
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
行
為
能
力
を
維
持
・
回
復
す
る
な
ど
、

結
果
発
生
を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
結
果
発
生
が
回
避
で
き
る
時
点
で
、
作
為
義
務
は
現
実
化

す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
回
避
と
い
う
法
に
よ
り
意
図
さ
れ
た
客
観
的
現
実
の
作
出
の
た
め
に
行
為
能
力
を
維
持
・
回
復

す
る
と
い
う
作
為
命
令
が
存
在
す
る
場
合
、
こ
れ
に
対
す
る
違
反
は
構
成
要
件
的
行
為
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
行
為
無
能
力
に
す
る
決
意

は
、
こ
の
時
点
で
複
数
の
行
為
の
選
択
肢
の
前
提
の
下
で
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
上
重
要
な
実
行
行
為
と
い
え
る
の
で
あ
る）
₉₅
（

。

　

こ
の
原
因
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
に
と
っ
て
、
行
為
時
の
未
遂
処
罰
規
定
の
存
否
は
決
定
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
未
遂
が
処

罰
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
も
、
行
為
は
構
成
要
件
に
該
当
し
う
る
。
未
遂
の
可
罰
性
は
、
単
に
可
罰
的
行
為
の
領
域
を
行
為
命
令
・
禁
止
が

な
お
現
実
化
し
な
か
っ
た
領
域
に
移
す
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
命
令
が
す
で
に
保
障
人
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
状
況
に
よ
り
現
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実
化
し
た
場
合
は
、
未
遂
の
可
罰
性
は
重
要
で
は
な
い
の
で
あ
る）
₉₆
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
結
果
発
生
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
一
定
の
状
況
下
に
お
い
て
、
作
為
義
務
者
が
自
ら
行
為
無
能
力
状
態
を
惹
起
す
る
場
合
、

こ
れ
に
よ
り
結
果
防
止
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
失
わ
れ
た
状
態
を
作
り
出
す
。
お
よ
そ
刑
法
上
重
要
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
に
は
、
規
範
の
名
宛
人
は
行
為
命
令
の
時
点
で
行
為
の
選
択
肢
を
自
由
に
利
用
で
き
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
可
罰

的
行
為
の
前
提
は
、
行
為
の
命
令
に
従
う
能
力
・
可
能
性
で
あ
り）
₉₇
（

、
行
為
能
力
・
作
為
可
能
性
が
存
在
し
な
い
結
果
行
為
時
の
不
作
為
は
、

刑
法
上
重
要
な
行
為
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
為
完
成
後
の
行
為
無
能
力
は
重
要
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
、
直
接
構
成
要
件
的
結
果
を
発
生
さ
せ
る
結
果
行
為
が
、
行
為
能
力
・
結
果
回
避
可
能
性
・
作
為
可
能
性
が
欠
如
す
る
た
め
に

構
成
要
件
該
当
行
為
と
い
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
因
行
為
の
段
階
で
結
果
に
つ
い
て
の
構
成
要
件
に
関
す
る
保
障
人
的
義
務
が
基
礎

づ
け
ら
れ
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
現
実
的
危
険
を
予
見
で
き
た
場
合
（
過
失
犯
）、
認
識
し
て
い
た
場
合
（
故
意
犯
）、
故
意
・
過
失

に
よ
り
行
為
能
力
・
作
為
可
能
性
を
排
除
す
る
原
因
行
為
に
実
行
行
為
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う）
₉₈
（

。
こ
の
よ
う
な
認
識
・
予
見

可
能
性
は
、
最
終
結
果
と
の
関
係
で
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
が）
₉₉
（

、
前
述
の
よ
う
に
、
責
任
無
能
力
の
場
合
と
異
な
り
、

作
為
義
務
を
基
礎
づ
け
る
一
定
の
状
況
の
下
で
の
行
為
無
能
力
の
場
合
は
、
障
害
な
く
結
果
発
生
へ
と
至
る
危
険
を
発
生
さ
せ
る
と
い
え
る

か
ら
、
行
為
能
力
消
失
状
態
で
の
行
為
に
よ
る
結
果
発
生
の
予
見
・
予
見
可
能
性
が
あ
れ
ば
故
意
・
過
失
を
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

６　

判　
　

例

　

判
例
は
、
過
失
結
果
犯
に
つ
い
て
は
、
結
果
行
為
時
に
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
・
作
為
不
可
能
で
あ
っ
た
場
合
、﹁
睡
眠
状
態

に
陥
っ
た
の
ち
の
動
作
は
刑
法
上
行
為
と
い
え
な
い
こ
と
は
所
論
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
眠
気
の
た
め
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
虞
が
あ
る
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こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
自
動
車
の
運
転
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
し
て
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
す
る
も
の
も
あ
る
が）
１００
（

、
多
く
は
原
因
行
為
時
の
過
失
の
存
否
に
よ
っ
て
過
失
犯
の
成
否
を
判
断
し
て
い

る
。

　

大
判
昭
和
二
年
一
〇
月
一
六
日
刑
集
六
巻
四
一
三
頁
は
、
乳
児
に
対
し
左
を
下
に
し
て
横
臥
し
た
ま
ま
で
乳
房
を
含
ま
せ
て
授
乳
し
て
い

て
、
そ
の
ま
ま
睡
眠
し
た
た
め
、
乳
児
は
左
乳
房
に
よ
り
窒
息
死
し
た
場
合
に
、﹁
乳
房
を
哺
ま
せ
た
る
際
睡
眠
す
る
に
当
た
り
そ
の
当
然

為
す
べ
き
注
意
義
務
を
怠
り
た
る
結
果
な
る
こ
と
明
ら
か
に
し
て
﹂不
作
為
に
よ
る
過
失
致
死
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
本
判
決
に
対
し
て
は
、

睡
眠
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
義
務
を
問
題
に
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
点
に
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
を
思
わ
せ
る
考
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
と
の
評
価
も
あ
る
が）
１０１
（

、む
し
ろ
、授
乳
開
始
時
の
過
失
、す
な
わ
ち
眠
り
に
入
る
時
に
乳
児
か
ら
乳
房
を
離
す
こ
と
を
怠
っ
た
不
作
為
（
あ

る
い
は
離
さ
ず
に
眠
り
に
入
っ
た
と
い
う
作
為
）
に
実
行
行
為
性
を
認
め
、
睡
眠
中
の
圧
迫
に
よ
る
死
亡
結
果
惹
起
は
実
行
行
為
後
の
因
果

経
過
と
し
て
過
失
犯
の
成
立
を
認
め
た
も
の
と
い
え
よ
う）
１０２
（

。

　

居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
し
て
、
睡
眠
不
足
、
過
労
の
た
め
に
眠
気
・
疲
労
を
自
覚
し
た
時
点
で
、
停
車
し
て
仮
眠
を
と
る
な

ど
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
く
漫
然
と
運
転
を
続
け
れ
ば
、
正
常
な
運
転
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
運
転
を
中
止
し
、
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
怠
り
運
転
を
継
続
し
た
過
失
に
よ
り
死
傷
結

果
を
生
じ
さ
せ
た
と
し
て
、
過
失
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る）
１０３
（

。

　

ま
た
、
て
ん
か
ん
発
作
に
よ
る
意
識
障
害
に
基
づ
く
交
通
事
故
に
関
し
て
、
て
ん
か
ん
の
発
作
を
繰
り
返
す
等
、
病
気
に
罹
患
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
医
師
か
ら
運
転
を
控
え
る
よ
う
に
注
意
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
転
を
開
始
す
れ
ば
、
運
転
中
に
発
作
が
起

こ
り
、
け
い
れ
ん
、
意
識
喪
失
等
に
よ
り
自
動
車
が
制
御
不
能
と
な
る
事
態
を
予
測
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
運
転
を
中
止
す
る
義
務
が
あ

る
の
に
、
こ
れ
を
怠
り
運
転
す
る
こ
と
自
体
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
過
失
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る）
１０４
（

。
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こ
れ
に
対
し
て
、ウ
イ
リ
ス
環
血
流
不
全
に
よ
る
一
過
性
脳
虚
血
発
作
に
伴
う
意
識
障
害
に
陥
り
死
傷
事
故
を
起
こ
し
た
事
案
に
つ
い
て
、

被
告
人
に
は
自
己
に
か
か
る
欠
陥
が
存
す
る
こ
と
の
認
識
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
意
識
障
害
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
ま
で
の
予
見
を

す
る
こ
と
は
被
告
人
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
運
転
中
止
義
務
を
課
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
も
の
が
あ
る）
１０５
（

。
ま
た
、
前
方
を

注
視
し
な
い
ま
ま
進
行
し
た
た
め
に
対
向
車
と
正
面
衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
罹
患
し
て
い
た
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
、

当
日
の
身
体
的
・
精
神
的
悪
条
件
が
重
な
っ
て
、
予
兆
な
く
急
激
に
睡
眠
状
態
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、
前
方
注
視
義
務
も
履
行
で
き
な
い
状

態
に
あ
っ
た
と
し
て
、
前
方
注
視
義
務
違
反
の
過
失
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
事
故
前
に
自
動
車
運
転
を
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
過
労
状
態
に
当
た
る
と
ま
で
は
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
以
前
の
病
気
の
危
険

性
を
疑
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
義
務
を
課
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
過
失
が
否
定
さ
れ
て
い
る）
１０６
（

。
さ
ら
に
、
交
差
点
の
信
号
機
の

赤
色
表
示
を
看
過
し
た
ま
ま
進
入
し
て
衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
同
様
に
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
原
因
と
し
て
予
兆
な
く

急
激
に
睡
眠
状
態
に
陥
り
、
対
面
信
号
機
の
信
号
表
示
に
留
意
す
る
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
た
と
し
て
、
過

失
が
否
定
さ
れ
て
い
る）
１０７
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
判
例
は
、
結
果
行
為
時
に
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
で
あ
っ
た
場
合
、
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
状
態
を

生
じ
さ
せ
る
原
因
行
為
に
実
行
行
為
を
求
め
、
そ
の
時
点
で
の
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
状
態
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
、
そ
の
予
見

可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
結
果
予
見
可
能
性
が
認
め
ら
れ
運
転
中
止
義
務
が
存
在
し
、
そ
の
注
意
義
務
違
反
に
よ
り
過
失
を
肯
定

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
疲
労
、
眠
気
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
、
病
気
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

責
任
無
能
力
・
限
定
責
任
能
力
状
態
を
自
招
す
る
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
上
記
の
よ
う
な
危
険
性
が
認

め
ら
れ
る
時
点
で
の
運
転
開
始
自
体
が
、
行
為
能
力
・
結
果
回
避
可
能
性
を
消
失
さ
せ
、
結
果
惹
起
へ
と
障
害
な
く
自
動
的
に
到
達
す
る
因

果
経
過
を
設
定
す
る
実
行
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
時
点
で
の
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
状
態
惹
起
の
予
見
可
能
性
に
基
づ
く
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結
果
予
見
可
能
性
、
可
能
な
結
果
回
避
措
置
に
よ
る
結
果
回
避
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
過
失
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
判
例
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る）
１０８
（

。

７　

お
わ
り
に

　

原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
は
、
結
果
行
為
に
構
成
要
件
該
当
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
結
果
行
為
が

構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
る
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
と
は
異
な
り
、
実
行
行
為
と
直
接
的
な
関
連
性
が
認
め
ら

れ
る
限
り
、
事
前
の
責
任
に
よ
り
責
任
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不

作
為
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
は
、結
果
行
為
以
前
の
原
因
行
為
に
つ
い
て
構
成
要
件
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

罪
刑
法
定
主
義
の
要
請
か
ら
、
違
法
・
責
任
評
価
の
対
象
で
あ
る
構
成
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
の
時
点
で
構
成
要
件
要
素
は
同
時
に
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
作
為
義
務
を
基
礎
づ
け
る
状
況
の
下
で
の
原
因
行
為
に
実
行
行
為
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
行
行
為
を

認
め
る
た
め
に
は
、
作
為
義
務
違
反
に
よ
る
結
果
発
生
の
現
実
的
危
険
の
発
生
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
結
果
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
は

事
前
に
結
果
回
避
の
た
め
の
専
門
知
識
や
能
力
が
要
求
さ
れ
る
場
合
の
よ
う
に
、
作
為
義
務
者
と
し
て
の
地
位
を
基
礎
づ
け
る
状
況
の
下
で

は
、
行
為
開
始
以
後
の
行
為
能
力
を
維
持
・
回
復
す
る
と
い
う
作
為
義
務
が
発
生
す
る
と
い
え
る
。
次
に
、
行
為
無
能
力
状
態
の
発
生
に
よ

り
、
結
果
防
止
へ
の
影
響
力
が
失
わ
れ
、
因
果
経
過
を
そ
の
支
配
領
域
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
な
り
、
障
害
な
く
自
動
的
に
結
果
発
生
へ
と

至
る
危
険
が
創
出
さ
れ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
無
能
力
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
に
、
構
成
要
件
的
結
果
発
生
の
現
実
的
危
険
を
発

生
さ
せ
る
実
行
行
為
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
作
為
義
務
が
発
生
し
、
故
意
・
過
失
に
よ
り
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
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七
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五
九

一
七
三
七

可
能
・
作
為
不
可
能
状
態
を
惹
起
す
る
こ
と
に
よ
り
実
行
の
着
手
が
認
め
ら
れ
、
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
・
作
為
不
可
能
状
態
で

直
接
結
果
を
発
生
さ
せ
る
結
果
行
為
が
相
当
な
因
果
経
過
の
範
囲
内
に
あ
る
限
り
、
既
遂
結
果
を
帰
責
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
結

果
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
、
行
為
無
能
力
・
結
果
回
避
不
可
能
性
・
作
為
不
可
能
性
は
重
要
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
が
問
題
と
な
る
の
は
、
行
為
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
り
、
行
為
無
能
力
の
よ
う
に
、
後
に

自
己
の
手
段
に
よ
っ
て
は
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
経
過
を
開
始
し
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う）
１０９
（

。

（
1
）　

原
因
行
為
が
不
作
為
の
場
合
は
、
不
作
為
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為
（om

issio libera in om
ittendo

）
と
も
い
わ
れ
る
。

（
2
）　Satzger, D

reim
al ＜

in causa＞
- actio libera in causa, om

issio libera in causa und actio illicita in causa, JU
R

A
 2006, S.513, 516.

（
3
）　

松
原
久
利
﹁
責
任
阻
却
事
由
と
事
前
責
任
﹂﹃
大
谷
實
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
﹄（
二
〇
一
一
年
、
成
文
堂
）
二
五
九
頁
以
下
。
鈴
木
茂
嗣
﹃
犯
罪
論
の
基
本
構
造
﹄（
二
〇

一
二
年
、
成
文
堂
）
四
七
九
頁
以
下
参
照
。

（
4
）　

松
原
久
利
﹁
犯
罪
論
に
お
け
る
同
時
存
在
の
原
則
と
自
招
侵
害
﹂﹃
川
端
博
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
［
上
巻
］﹄（
二
〇
一
四
年
、
成
文
堂
）
一
一
九
頁
以
下
参
照
。

（
5
）　B

G
H

St. 2, 194 （200

）（B
eschl.v.18.3.1952

）.

（
6
）　

ド
イ
ツ
刑
法
八
条
は
、﹁
行
為
は
、
正
犯
も
し
く
は
共
犯
が
作
為
を
行
っ
た
時
、
又
は
、
不
作
為
犯
の
場
合
に
は
作
為
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
に
、
行
わ
れ
た
も

の
と
す
る
。﹂
と
規
定
す
る
。

（
7
）　B

aum
ann/W

eber/M
itsch, Strafrecht A

llgem
einer Teil,11.A

ufl.,2003,§
15 R

n.30, B
ertel, B

egehungs- oder U
nterlassungsdelikt?, JZ

 1965, S.55. 

内
田

文
昭
﹃
刑
法
概
要
上
巻
﹄（
一
九
九
五
年
、
青
林
書
院
）
三
一
〇
頁
。W

ohlers/G
aede, N

om
os K

om
m

entar Strafgesetzbuch 

（N
K

）, B
and1, 4.A

ufl., 2013, §
13 

R
n.13

は
、
先
行
行
為
の
性
質
に
応
じ
て
作
為
犯
か
不
作
為
犯
か
は
分
れ
る
と
す
る
。

（
8
）　

町
野
朔
﹃
刑
法
総
論
講
義
案
Ⅰ
［
第
二
版
］﹄（
一
九
九
五
年
、
信
山
社
）
一
四
二
頁
、
吉
田
敏
雄
﹃
不
真
正
不
作
為
犯
の
体
系
と
構
造
﹄（
二
〇
一
〇
年
、
成
文
堂
）
一
八
頁
。

な
お
、神
山
敏
雄
﹁
過
失
犯
に
お
け
る
作
為
と
不
作
為
の
区
別
基
準
（
中
）
︱
ド
イ
ツ
の
判
例
を
中
心
に
﹂
判
例
時
報
二
一
〇
九
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
頁
、大
山
徹
﹁
管
理
・

監
督
過
失
に
お
け
る
作
為
と
不
作
為
︱
火
災
事
故
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
判
例
の
検
討
を
通
じ
て
︱
﹂
香
川
法
学
三
二
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
五
頁
、
山
中
敬
一
﹃
刑
法
総

論
［
第
二
版
］﹄（
二
〇
〇
八
年
、
成
文
堂
）
二
二
一
頁
参
照
。Stree/B

osch, Schönke/Schröder Strafgesetzbuch K
om

m
entar 

（SS

）, 29.A
ufl., 2014, V

or §
13 
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R
n

.144, F
rister, S

trafrech
t A

llgem
ein

er T
eil 

（A
T

）, 6.A
u

fl., 2013, §
22 R

n
.16, R

u
d

olp
h

i, S
ystem

atisch
er K

om
m

en
tar zu

m
 S

trafgesetzbu
ch

 

（S
K

）, 

7.A
ufl., 2000, V

or §
13 R

n.46, R
oxin, Strafrecht A

llgem
einer Teil （A

T

）, 4.A
ufl.,2006, §

31 R
n.103, Stratenw

erth/K
uhlen, Strafrecht A

llgem
einer Teil

（A
T

）, 6.A
ufl.,2011, §

13 R
n.4, H

aas,Strafgesetzbuch K
om

m
entar

（H
rg.v.M

att/R
enzikow

ski

）, 2013, §
13 R

n.12, K
indhäuser, Strafrecht A

llgem
einer 

Teil （A
T

）, 6.A
ufl.,2013, §

35 R
n.14, K

ühl, Strafrecht A
llgem

einer Teil （A
T

）, 7.A
ufl., 2012,§

18 R
n.22, P

uppe, Strafrecht A
llgem

einer Teil im
 Spiegel 

der R
echtsprechung, 2.A

ufl., 2011, §
28 R

n.5, G
osch, Strafbarkeit trotz finanziellen U

nverm
ögens E

ine U
ntersuchung zu den §

§
266a A

bs.1, 283 

A
bs.1 N

r.5, 7 lit.b, 170 StG
B

 und zugleich ein B
eitrag zur R

echtsfigur der om
issio libera in causa, 2013, S.112, Stein, B

eendeter und unbeendeter 

V
ersuch beim

 B
egehungs- und U

nterlassungsdelikt, G
A

 2010, S.142, Streng, “P
assives Tun” als dritte H

andlungsform
- nicht nur beim

 B
etrug, Z

StW
 

122

（2010

）, S
.13, M

itsch
, W

eich
en

steller, JA
 2006, S

.514, W
alter, P

ositive u
n

d
 n

egative E
rfolgsd

elikte- H
an

d
eln

 u
n

d
 U

n
terlassen

, Z
S

tW
 116

（2004

）, S
.570, B

ram
m

sen
, T

u
n

 o
d

er U
n

terlassen
? D

ie B
estim

m
u

n
g d

er strafrech
tlich

en
 V

erh
alten

sfo
rm

en
, G

A
 2002, S

.211, B
aier, 

U
nterlassungsstrafbarkeit trotz fehlender H

andlungs- oder Schuldfähigkeit Z
ugleich ein B

eitrag zur R
echtsfigur der om

issio libera in causa, G
A

 

1999, S
.274, Joerd

en
,, S

tru
ktu

ren
 d

es strafrech
tlich

en
 V

eran
tw

ortlich
keitsbegriffs: R

elation
en

 u
n

d
 ih

re V
erkettu

n
gen

, 1988, S
.54. E

n
riqu

e 

G
im

bernat O
rdeig, D

ie O
m

issio libera in causa, in: F
estschrift für B

erurd Schünem
ann, 2014, S. 351, 358ff.

（
9
）　

吉
田･

前
掲
注
（
8
）
一
八
頁
、R

oxin,a.a.O
. （A

nm
.8

）, §
31 R

n.105.

（
10
）　

吉
田
・
前
掲
注
（
8
）
二
六
頁
。

（
11
）　R

oxin, a.a.O
. （A

nm
.8

）, §
31 R

n.106.

（
12
）　R

udolphi, a.a.O
. （A

nm
.8

）, SK
,V

or§
13 R

n.46.

（
13
）　F

rister, a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
22 R

n.16.

（
14
）　W

oh
lers/G

aed
e, a.a.O

. 

（A
n

m
.7

）, N
K

, §
13 R

n
.13, B

aier, a.a.O
. 

（A
n

m
.8

）, G
A

 1999, S
.279ff.,  H

aas,a.a.O
. 

（A
n

m
.8

）,§
13 R

n
.29, H

ellm
an

n
, 

A
nm

erkung zu B
G

H
 U

rt.v.21.1. 1997, JZ
 1997, S.1006, W

egner, N
eue F

ragen bei §
266a A

bs.1 StG
B

- eine system
atische Ü

bersicht, w
istra 1998, 

S.288.

な
お
、
大
山
・
前
掲
注
（
8
）
一
五
頁
、
島
田
聡
一
郎
﹁
管
理
・
監
督
過
失
に
お
け
る
正
犯
性
、
信
頼
の
原
則
、
作
為
義
務
﹂
山
口
厚
編
﹃
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
刑
法
総
論
﹄

（
二
〇
〇
四
年
、
成
文
堂
）
一
〇
四
頁
参
照
。

（
15
）　

B
aier, a.a.O

. （A
nm

.8

）, G
A

 1999, S.282, R
enzikow

ski, Strafbarkeit nach §
266a A

bs.1 StG
B

 bei Z
ahlungsunfähigkeit w

egen V
orverschulden ?, in: 

F
estschrift für U

lich W
eber, 2004, S.343.
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
四
号�

三
六
一

一
七
三
九

（
16
）　H

aas,a.a.O
. （A

nm
.8

）, §
13 R

n.29, R
enzikow

ski,a.a.O
. （A

nm
.15

）, S.343.
（
17
）　R

enzikow
ski, a.a.O

. （A
nm

.15

）, S.343.
（
18
）　R

enzikow
ski, a.a.O

. （A
nm

.15

）, S.343f.

（
19
）　

B
aier,a.a.O

. 

（A
n

m
.8

）, G
A

 1999, S
.284. V

gl. D
eh

n
e-N

iem
an

n
, O

m
issio lib

era in
 cau

sa b
ei ＞＞

ech
ten＜＜

 U
n

terlassu
n

gsd
elikten

 ? Z
u

r 

V
erhaltensgebundenheit ＞＞

echten＜＜
 U

nterlassens.  A
m

 B
eispiel der §

266aI, 323c StG
B

, G
A

 2009, S.171.

（
20
）　Struensee,H

andeln und U
nterlassen,B

egehungs- und U
nterlassungsdelikt, in: F

estschrift für Stree und W
essels, 1993, S.147ff.

（
21
）　Struensee, a.a.O

. （A
nm

.20

）, S.149.

（
22
）　Struensee, a.a.O

. （A
nm

.20

）, S.150.

（
23
）　Struensee, a.a.O

. （A
nm

.20
）, S.151.

（
24
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.279.

（
25
）　G

osch,a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.68.

（
26
）　P

erron, SS,§
266a R

n.10, F
ischer, Strafgesetzbuch m

it N
ebengesetzen, 61.A

ufl.,2014,§
266a R

n.15b, H
agem

eier,Z
ur U

nm
öglichkeit der E

rfüllung 

d
er P

flich
ten

 zu
r B

u
ch

fü
h

ru
n

g u
n

d
 B

ilan
zau

fstellu
n

g n
ach

 §
283 A

b
s.1 N

rn
.5 u

n
d

 7b
 S

tG
B

- zu
gleich

 E
n

tsch
eid

u
n

gsb
esp

rech
u

n
g B

G
H

 

v.20
.10

.2011
-1

 S
tR

 354
/11

-, N
Z

W
iS

t 2012
, S

.109
, D

e
h

n
e

-N
ie

m
an

n
, a.a.O

. 

（A
n

m
.19

）,G
A

 2009
, S

.151
, R

au
m

, V
o

re
n

th
alte

n
 vo

n 

S
ozialversich

eru
n

gsbeiträgen
 in

 d
er U

n
tern

eh
m

en
skrise-d

ie sogen
an

n
te V

orran
grech

tsp
rech

u
n

g zu
 §
266a S

tG
B

 n
och

m
als beleu

ch
tet, in

: 

F
estschrift für Tolksdorf, 2014, S.355, 357f., A

rzt/W
eber/H

einrich/H
ilgendorf, Strafrecht B

esonder Teil, 2.A
ufl., 2009,§

23 R
n.14, H

ellm
ann, a.a.O

. 

（A
nm

.14

）, JZ
 1997, S.1005. B

G
H

St.47, 318

（321

）（B
esch1.v.28.5.2002

）.

（
27
）　R

enzikow
ski, a.a.O

. （A
nm

.15

）, S.342, H
ellm

ann, a.a.O
. （A

nm
.14

）, JZ
 1997, S.1006, W

egner, a.a.O
. （A

nm
.14

）, w
istra 1998, S.288.

（
28
）　B

eckem
per, A

nm
erkung zu B

G
H

 B
eschl.v.30.1.2003-3 StR

 437/02, JZ
 2003, S.807. V

gl. P
uppe,N

K
,V

or§§
13ff. R

n.160.

（
29
）　R

enzikow
ski, a.a.O

. （A
nm

.15

）, S.344.

（
30
）　

西
田
典
之
﹃
刑
法
総
論
︹
第
二
版
︺﹄（
二
〇
一
〇
年
、
弘
文
堂
）
二
八
四
頁
。
そ
の
他
、
団
藤
重
光
﹃
刑
法
綱
要
総
論
［
第
三
版
］﹄（
一
九
九
〇
年
、
創
文
社
）
一
〇
二
頁
、

大
塚
仁
﹃
刑
法
概
説
総
論
［
第
四
版
］﹄（
二
〇
〇
八
年
、有
斐
閣
）
一
五
一
頁
、福
田
平
﹃
全
訂
刑
法
総
論
［
第
五
版
］﹄（
二
〇
一
一
年
、有
斐
閣
）
一
九
二
頁
、香
川
達
夫
﹃
刑

法
講
義
総
論
［
第
三
版
］﹄（
一
九
九
五
年
、成
文
堂
）
二
二
四
頁
、前
田
雅
英
﹃
刑
法
講
義
総
論
［
第
六
版
］﹄（
二
〇
一
五
年
、東
京
大
学
出
版
会
）
三
〇
九
頁
、高
橋
則
夫
﹃
刑
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犯
罪
論
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け
る
同
時
存
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の
原
則
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為

一
七
四
〇

法
総
論
［
第
二
版
］﹄（
二
〇
一
三
年
、
成
文
堂
）、
三
四
九
頁
注
（
29
）、
中
野
次
雄
﹃
刑
法
総
論
概
要
［
第
三
版
補
訂
版
］﹄（
一
九
九
七
年
、
成
文
堂
）
二
一
〇
頁
、
大
島
隆

明
﹃
裁
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
一
巻
﹄（
二
〇
〇
六
年
、
立
花
書
房
）
三
八
九
頁
、
佐
久
間
修
﹁
過
失
犯
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂
判
タ
八
一
八
号
（
一
九
九

三
年
）
二
九
頁
、
成
瀬
幸
典
﹁
過
失
犯
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
︹
第
六
版
︺（
二
〇
〇
八
年
）
七
三
頁
、
本
間
一
也
﹁
過
失
犯
と
﹃
原
因
に

お
い
て
自
由
な
行
為
﹄﹂﹃
罪
と
罰
・
非
情
に
し
て
人
間
的
な
る
も
の
﹄
小
暮
得
雄
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
（
二
〇
〇
五
年
、
信
山
社
）
一
六
一
頁
、
木
村
栄
作
﹁
原
因
に
お
い

て
自
由
な
行
為
の
理
論
の
適
用
上
の
諸
問
題
﹂
警
察
研
究
三
九
巻
七
号
（
一
九
六
八
年
）
六
六
頁
等
。
井
田
良
﹃
講
義
刑
法
学
・
総
論
﹄（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
四
五
五

頁
は
、
過
失
犯
に
つ
い
て
は
、
拡
張
的
正
犯
概
念
が
妥
当
し
、
正
犯
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
結
果
回
避
義
務
違
反
の
行
為
が
あ
り
、
結
果
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
（
そ

し
て
結
果
回
避
可
能
性
）
が
あ
れ
ば
足
り
る
か
ら
、
原
因
行
為
へ
の
溯
及
も
比
較
的
問
題
な
く
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

（
31
）　B

G
H

 N
S

tZ
 1995, S

.183
（U

rt.v.17.11.1994

）, B
G

H
S

t. 42, 235

（236

）（U
rt.v.22.8.1996

）. V
gl. F

isch
er,a.a.O

. 

（A
n

m
.26

）,§
20 R

n
.54, K

ü
h

l, a.a.O
. 

（A
nm

.8

）, A
T, §

17 R
n.95

（
過
失
に
よ
る
実
行
開
始
は
未
遂
の
限
界
に
結
び
付
け
ら
れ
な
い
）, D

uttge, M
ünchner K

om
m

entar zum
 Strafgesetzbuch

（M
K

）, B
d. 

1, 2.A
ful., 2011,§

15 R
n.130, K

aspar, G
rundproblem

e der F
ahrlässigkeitsdelikte, JuS 2012, S.116, H

orn, A
ctio libera in causa- eine notw

endige, eine 

zulässige R
echtsfigur ?, G

A
 1969.S.289, 306, H

ruschka, D
ie actio libera in causa bei V

orsatztaten und bei F
ahrlässigkeitstaten, JZ

 1997, S.27

（
過
失

の
基
礎
づ
け
に
よ
り
同
時
に
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
も
基
礎
づ
け
ら
れ
る
）, P

aeffgen, A
ctio libera in causa und §

323a StG
B

, Z
StW

 97 

（1985

）, S.524f., 

O
tto, A

ctio libera in causa, JU
R

A
 1986, S.433, P

uppe, G
rundzüge der actio libera in causa, JuS 1980, S.350

（﹁
過
失
犯
の
場
合
、
予
備
と
実
行
の
開
始
の
区

別
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
理
論
的
に
、
構
成
要
件
該
当
行
為
は
任
意
に
広
く
結
果
の
原
因
の
連
鎖
に
お
い
て
後
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
構
成
要
件
実
現
に
対
す
る
行
為

者
の
主
観
的
関
係
は
、過
失
犯
に
お
い
て
は
必
要
な
く
、対
応
関
係
は
な
い
﹂
と
す
る
）. a.A

.-H
irsch, A

nm
erkung zu B

G
H

 B
eschl.v.19.2.1997, N

StZ
 1997, S.230

（
行

為
不
法
と
責
任
の
同
時
存
在
の
放
棄
は
行
為
責
任
原
則
に
反
す
る
）, Jescheck/W

eigend, L
ehrbuch des Strafrechts A

llgem
einer Teil, 5.A

ul., 1995,§
40Ⅵ
2, 

K
rause,P

roblem
e der actio libera in causa, JU

R
A

 1980, S.172. 
浅
田
和
茂
﹃
責
任
能
力
の
研
究
下
巻
﹄（
一
九
九
九
年
、
成
文
堂
）
一
四
六
頁
以
下
参
照
。

（
32
）　

杉
本
一
敏
﹁﹃
過
失
犯
に
お
い
て
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
理
論
は
不
要
で
あ
る
﹄
と
い
う
命
題
に
つ
い
て
︱
通
説
的
見
解
の
批
判
的
検
討
︱
﹂L

aw
 and P

ractice 

五
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
八
四
頁
参
照
。

（
33
）　

杉
本
一
敏
﹁
過
失
の
二
つ
の
問
い
方
︱
﹃
危
険
の
現
実
化
﹄
か
﹃
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹄
か
﹂
高
橋
則
夫
・
杉
本
一
敏
・
仲
道
祐
樹
﹃
理
論
刑
法
学
入
門
﹄（
二
〇

一
四
年
、
日
本
評
論
社
）
一
四
頁
以
下
、
本
間
・
前
掲
注
（
30
）
一
五
七
頁
参
照
。H

ruschka, a.a.O
. （A

nm
.31

）, JZ
, 1997, S.27

（
過
失
犯
自
体
が
原
因
に
お
い
て
自
由

な
行
為
の
構
造
そ
の
も
の
と
す
る
）.

（
34
）　

大
塚
裕
史
﹁
段
階
的
過
失
に
お
け
る
実
行
行
為
性
の
検
討
﹂﹃
神
山
敏
雄
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
一
巻
﹄（
二
〇
〇
六
年
、
成
文
堂
）
四
五
頁
、
五
五
頁
、
六
一
頁
。
な
お
、
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法
学　

六
七
巻
四
号�

三
六
三

一
七
四
一

高
木
典
雄
﹁
自
動
車
の
酩
酊
運
転
に
よ
る
人
身
事
故
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
八
一
号
（
一
九
六
八
年
）
二
三
五
頁
参
照
。

（
35
）　

中
空
壽
雅
﹁
過
失
犯
の
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
に
関
す
る
一
考
察
﹂﹃
刑
事
法
学
の
新
動
向
上
巻　

下
村
康
正
先
生
古
稀
祝
賀
﹄（
一
九
九
五
年
、
成
文
堂
）
二
〇
二
頁
、

本
間
・
前
掲
注
（
30
）
一
五
五
頁
以
下
。

（
36
）　

B
aier, a.a.O

. （A
nm

.8

）, G
A

 1999, S.282.

（
37
）　

杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
八
四
頁
。

（
38
）　

林
幹
人
﹃
刑
法
総
論
［
第
二
版
］﹄（
二
〇
〇
八
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
二
八
五
頁
以
下
、
平
野
龍
一
﹃
刑
法
総
論
Ⅰ
﹄（
一
九
七
二
年
、
有
斐
閣
）
一
九
六
頁
、
西
田
・

前
掲
注
（
30
）
二
六
二
頁
、
井
田
・
前
掲
注
（
30
）
二
〇
六
頁
、
増
田
豊
﹃
規
範
論
に
よ
る
責
任
刑
法
の
再
構
築
︱
認
識
論
的
自
由
意
志
論
と
批
判
的
責
任
論
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
︱
﹄（
二
〇
〇
九
年
、
勁
草
書
房
）
一
九
一
頁
以
下
、
本
間
・
前
掲
注
（
30
）
一
五
七
頁
参
照
。R

oxin, a.a.O
. 

（A
nm

.8

）, A
T,§
24 R

n.36,117f., M
aurach/G

össel/

Z
ipf, Strafrecht A

llgem
einer Teil, T

b.2, 7.A
ufl., 1989, §

43 R
n.62, Stratenw

erth/K
uhlen, a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T,§
15 R

n.22f, M
aurach, F

ragen der actio 

lib
era in

 cau
sa, Ju

S
 1961, S

.380, S
ch

ick, D
ie “ein

leiten
d

e F
ah

rlässigkeit”, Ö
JZ

 1974, S
.284ff., F.C

.S
ch

roed
er, L

eip
ziger K

om
m

en
tar zu

m
 

Strafgesetzbuch

（L
K

）,11.A
ufl., 2003,§

16 R
n.141, V

ogel, L
K

, 12A
ufl., 2007,§

15 R
n.303ff., Sternberg-L

ieben/Schuster, SS,§
15 R

n.136, K
indhäuser, 

a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
33 R

n.19, 48, Jescheck/W
eigend, a.a.O

. （A
nm

.31

）, A
T,§
55I3a,§

57II3, F
rister, a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T,§
12 R

n.10, H
oyer, SK

, 7.

A
ufl., 2004, A

nh.zu§
16 R

n.24, Jakobs, Strafrecht A
llgem

einer Teil, 2.A
ufl., 1991, 6/14, 39, 42

（
予
見
可
能
性
は
実
行
行
為
時
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
実
行
行
為
は
最
終
的
な
原
因
と
な
る
行
為
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
、
自
ら
の
過
失
に
よ
り
回
避
不
可
能
に
す
る
よ
う
に
行
為
す
る
道
具
と
し
て
、
自
ら
を
解
放
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）, U

lsenheim
er, A

nm
erkung zu B

G
H

 U
rt.v.14.3.2003, -2 StR239/02, StV

 2007, S.79. 

判
例
と
し
て
、B

G
H

St.55, 121 

（133

）（U
rt.v. 

29.4.2010

） .

（
39
）　

松
生
光
正
﹁
引
受
け
過
失
に
つ
い
て
﹂﹃
鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
上
巻
﹄（
二
〇
〇
七
年
、
成
文
堂
）
四
四
九
頁
以
下
参
照
。V

gl. N
eum

ann, Z
urechnung und 

“V
orverschulden ”, 1985, S.186ff.

（
40
）　F

rister,a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
12 R

n.11.

（
41
）　

本
間
・
前
掲
注
（
30
）
一
六
一
頁
。

（
42
）　

本
間
・
前
掲
注
（
30
）
一
五
七
頁
。

（
43
）　

杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
七
一
頁
、
平
野
・
前
掲
注
（
38
）
一
九
六
頁
。

（
44
）　

R
oxin,a.a.O

. 

（A
nm

.8

）, A
T,§
24 R

n.36,117, 118, Jescheck/W
eigend, a.a.O

. （A
nm

.31
）, §

55I3a,§
57II3, U

lsenheim
er, a.a.O

. （A
nm

.38

）, StV
 2007, 
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四
二

S.79, M
itsch, F

ahrlässigkeit und Strafsystem
, JuS 2001, S.112.

（
45
）　

平
野
・
前
掲
注
（
38
）
一
九
六
頁
、
西
田
・
前
掲
注
（
30
）
二
六
二
頁
（
実
質
的
に
危
険
）、
杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
七
一
頁
（
意
識
・
身
体
能
力
の
喪
失
は
た
だ
ち
に

危
険
創
出
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
）、
田
村
翔
﹁
引
受
け
過
失
論
考
察
の
た
め
の
序
章
︱
規
範
論
的
観
点
か
ら
︱
﹂
明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
論
集
四
一
号
（
二
〇
一
四
年
）

九
二
頁
。F

rister,a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
12 R

n.11. Jakobs, a.a.O
. 

（A
nm

.38

）, A
T, 9/14

（
行
為
者
が
以
前
の
段
階
で
、
後
の
行
為
を
予
見
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
結

果
の
不
発
生
に
配
慮
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
行
為
の
前
倒
し
は
可
能
で
あ
り
、
以
前
の
時
点
で
後
の
行
為
の
性
質
に
対
す
る
保
障
人
で
あ
る
場
合
に

の
み
引
き
受
け
責
任
は
存
在
す
る
）.

（
46
）　V

ogel, a.a.O
. （A

nm
.38

）. L
K

, §
15 R

n.305, K
indhäuser, a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T,§
35 R

n.14, N
eum

ann, a.a.O
. （A

nm
.39

）, S.191.

（
47
）　B

um
ann/W

eber/ M
itsch, a.a.O

. （A
nm

.7

）, A
T, §

22 R
n.61, M

aurach/G
össel/Z

ipf, a.a.O
. （A

nm
.38

）, A
T§
43 R

n.63

（
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
構
成

要
件
領
域
に
お
け
る
特
別
形
式
）. V

gl. Schick, a.a.O
. （A

nm
.38

）, Ö
JZ

 1974, S.288, F.C
.Schroeder,a.a.O

. （A
nm

.38

）, L
K

,§
16 R

n.141

（
過
失
犯
の
場
合
の
原
因

に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
可
能
性
を
限
定
す
る
が
、
不
要
に
す
る
も
の
で
は
な
い
）.

吉
田
敏
雄
﹃
刑
法
理
論
の
基
礎
［
第
三
版
］﹄（
二
〇
一
三
年
、
成
文
堂
）
三
八
二
頁
注

（
57
）
参
照
。

（
48
）　

例
外
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
仲
道
祐
樹
﹁
過
失
行
為
の
と
ら
え
方
﹂
高
橋
則
夫
・
杉
本
一
敏
・
仲
道
祐
樹
・
前
掲
注
（
33
）
二
八
頁
。V

gl. N
eum

ann,　

a.a.O
. 

（A
nm

.39

）, S.192

（
活
動
の
引
き
受
け
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
る
﹁
危
険
﹂
は
﹁
自
由
な
﹂
す
な
わ
ち
完
全
な
責
任
能
力
状
態
で
行
わ
れ
た
引
受
け
者
自
身
に
よ
る
犯
罪
遂

行
の
可
能
性
に
尽
き
る
）.

（
49
）　

松
生
・
前
掲
注
（
39
）
四
四
五
頁
、
四
七
一
頁
参
照
。H

ettinger, Z
ur Strafbarkeit der “F

ahrlässigen actio libera in causa”, G
A

 1989,S.15f., ders., 

H
an

d
lu

n
gsen

tsch
lu

ss u
n

d
 –B

egin
n

 als G
ren

zkriteriu
m

 tatbestan
d

sm
ässigen

 V
erh

alten
s beim

 fah
rlässig began

gen
en

 sog. rein
en

 E
rfolgsd

elikt- 

zugleich zur sog. fahrlässigen actio libera in causa, in:F
estschrift für F.C

.Schroeder, 2006, S.220

（
故
意
犯
で
あ
れ
ば
実
行
行
為
を
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
予
備

へ
の
拡
大
が
、
過
失
犯
の
場
合
に
は
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
）.

引
き
受
け
過
失
と
い
う
概
念
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
の
は
、D

uttge, a.a.O
. 

（A
nm

.31

）, M
K§
15 R

n.133

（﹁
前
段
階
へ
の
前
倒
し
は
一
般
原
則
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、﹁
引
き
受
け
過
失
﹂
と
い
う
特
別
な
理
論
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
い
﹂
と
す
る
）, 

Z
ielinski, A

K
, B

d. 1, 1990,§§
15,16 R

n.91, N
eum

ann, a.a.O
. （A

nm
.39

）, S.186ff.

（
50
）　

松
生
・
前
掲
注
（
39
）
四
七
二
頁
。K

ühl, a.a.O
. 

（A
nm

.8

）, A
T,§
17 R

n.95a, H
ettinger, a.a.O

. 

（A
nm

.49

）, G
A

 1989, S.13ff., ders., a.a.O
. 

（A
nm

.49

）, 

F
estsch

rift fü
r F.C

.S
ch

roed
er, 2006, S

.209ff, H
orn

, D
er A

n
fan

g vom
 E

n
d

e d
er actio libera in

 cau
sa, S

tV
 1997, S

.265f., R
ön

n
au

, D
ogm

atisch
- 

konstruktive L
ösungsm

odelle zur actio libera in causa, JA
 1997, S.715.
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原
因
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不
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為

同
志
社
法
学　

六
七
巻
四
号�

三
六
五

一
七
四
三

（
51
）　

本
間
・
前
掲
注
（
30
）
一
五
七
頁
。R

oxin, a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
24 R

n.118

（
開
始
時
に
引
き
受
け
た
任
務
を
自
分
が
果
た
せ
な
い
こ
と
を
認
識
で
き
た
か
ど
う
か
と

い
う
点
だ
け
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
）.

（
52
）　D

ehne-N
iem

ann, a.a.O
. （A

nm
.19

）, G
A

 2009, S.152. 

高
橋
・
前
掲
注
（
30
）
六
五
頁
。

（
53
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.278f., O
tto, V

orverschulden und R
echtsm

issbrauch, in: F
estschrift für F

risch, 2013, S.599. V
gl.Jänke, L

K
, 11.A

ufl., 1992,

§
20 R

n.76.

（
54
）　Stratenw

erth, V
erm

eidbarer Schuldausschluss, G
edächtnisschrift für A

rm
in K

aufm
ann,1989, S.499.

（
55
）　M

aurach, a.a.O
. （A

nm
.38

）, JuS 1961, S.374. V
gl. B

aum
ann/W

eber/ M
itsch, a.a.O

. （A
nm

.7

）. A
T,§
19 R

n.36, Jänke, L
K

,§
20 R

n.76, K
rause, a.a.O

. 

（A
nm

.31

）, JU
R

A
, 1980, S.173.

（
56
）　M

aurach, a.a.O
. （A

nm
.38

）, S.377.

吉
田
・
前
掲
注
（
8
）
三
三
頁
以
下
（
責
任
無
能
力
状
態
に
置
く
場
合
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
）。

（
57
）　H

irsch, a.a.O
. （A

nm
.31

）, N
StZ

 1997, S.232.

（
58
）　Satzger, a.a.O

. （A
nm

.2

）, JU
R

A
 2006, S.518.

（
59
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.280.

（
60
）　Satzger, a.a.O

. （A
nm

.2

）, JU
R

A
 2006, S.518, K

indhäuser, a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
23 R

n.18.

（
61
）　E

ser/ B
osch, SS, §

22 R
n.57, R

oxin, a.a.O
. （A

nm
.8

）,§
20 R

n.59.usw
.

（
62
）　H

ru
sch

ka, S
trafrech

t n
ach

 logisch
- an

alytisch
er M

eth
od

e, system
atisch

 en
tw

ickelte F
älle m

it L
ösu

n
gen

 zu
m

 A
llgem

ein
en

 T
eil, 2.A

u
fl., 1988, 

S.62, B
aier, a.a.O

. （A
nm

.8

）, G
A

 1999, S.281, R
enzikow

ski, a.a.O
. （A

nm
.15

）, S.342f., K
indhäuser, a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T,§
23 R

n.19

（
予
備
と
未
遂
と
の
限

界
を
不
明
確
に
す
る
）.

（
63
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.281.

（
64
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.281, Jähnke, a.a.O
. （A

nm
.53

）, L
K

, §
20 R

n.77.

（
65
）　W

eigend, L
K

, 12.A
ufl., 2007,§

13 R
n.67, H

aas, a.a.O
. （A

nm
.8

）,§
13 R

n.29, D
ehne-N

iem
ann, a.a.O

. （A
nm

.19

）, S.154.

（
66
）　G

osch,a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.71f. 

な
お
、
杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
七
一
頁
参
照
。

（
67
）　R

oxin, a.a.O
. （A

nm
.8

）, A
T,§
31 R

n.103ff., K
ühl, a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T, §

18 R
n.22, B

aum
ann/ W

eber/M
itsch,a.a.O

. （A
nm

.7

）, A
T, §

15 R
n.28, E

ser/ 

B
osch

, S
S

,§
22 R

n
.57, S

atzger, a.a.O
. 

（A
n

m
.2

）, JU
R

A
 2006, S

.517, S
tein

, G
aran

ten
p

flich
ten

 au
fgru

n
d

 vorsätzlich
- p

flich
tw

id
riger In

geren
z, JR
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同
志
社
法
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六
七
巻
四
号�

三
六
六

犯
罪
論
に
お
け
る
同
時
存
在
の
原
則
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為

一
七
四
四

1999, S.267, M
aurach, a.a.O

. （A
nm

.38

）, JZ
 1961, S.373f., B

ertel,

（A
nm

.7

）, JZ
 1965, S.55, Stoffers, D

ie R
echtsfigur “U

nterlassen durch T
un” Teil 2, 

JA
 1992, S.181, H

erzberg, D
ie U

nterlassung im
 Strafretht und G

arantenprinzip, 1972, S.181f.

な
お
、
吉
田
・
前
掲
注
（
8
）
二
六
頁
参
照
。

（
68
）　B

ertel, a.a.O
. （A

nm
.7

）, JZ
 1965,S.55.

（
69
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.282, K
indhäuser, a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T, §

23 R
n.17.

（
70
）　Jähnke, L

K
, §
20 R

n.78.

（
71
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.282.

（
72
）　R

enzikow
ski, a.a.O

. （A
nm

.15

）, S.343.

（
73
）　V

gl. Streng, a.a.O
. （A

nm
.8

）, Z
StW

 122, S.13.

（
74
）　H

ruschka, a.a.O
. （A

nm
.62

）, S.62.

（
75
）　H

ruschka, Ü
ber T

un und U
nterlassen und über F

ahrlässigkeit, in: F
estschrift für B

ockelm
ann, 1979, S.422f.

（
76
）　G

osch, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.65.

（
77
）　B

aier, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 1999, S.282, R
enzikow

ski, a.a.O
. （A

nm
.15

）, S.343, G
osch, a.a.O

. （A
nm

.8

）, S.64.

（
78
）　D

ehne-N
iem

ann, a.a.O
. （A

nm
.19

）, G
A

 2009, S.155.

（
79
）　V

gl. O
tto, a.a.O

. （A
nm

.53

）, S.600.

（
80
）　

丸
山
治
﹁
過
失
犯
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
［
第
七
版
］（
二
〇
一
四
年
）
七
七
頁
。
結
果
行
為
が
責
任
無
能
力
の
場
合
と
行
為
無
能
力
・

結
果
回
避
不
可
能
の
場
合
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
杉
本
一
敏
﹁
責
任
帰
属
の
原
理
と
し
て
の
﹃
責
任
モ
デ
ル
﹄
と
﹃
例
外
モ
デ
ル
﹄（
1
）
︱
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
を

手
が
か
り
に
︱
﹂
早
稲
田
法
学
八
八
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
四
二
頁
。V

gl. Joerden, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.40ff., W
eigend, a.a.O

. （A
nm

.65

）, L
K

, §
13 R

n.67.

（
81
）　

杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
七
一
頁
、
二
八
七
頁
注
（
62
）
参
照
。

（
82
）　Stratenw

erth, a.a.O
. （A

nm
.54

）, S.485ff., B
ram

m
sen, a.a.O

. （A
nm

.8
）, G

A
 2002, S.211.

（
83
）　D

ehne-N
iem

ann, a.a.O
. （A

nm
.19

）, G
A

 2009,S.154.

（
84
）　

杉
本
・
前
掲
注
（
80
）
一
四
二
頁
。

（
85
）　

木
村
・
前
掲
注
（
30
）
六
七
頁
参
照
。
過
失
犯
の
場
合
は
、
引
き
受
け
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
重
な
る
部
分
が
多
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
86
）　

R
oxin,a.a.O

. （A
nm

.8

）, A
T, §

29 R
n.271ff.
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犯
罪
論
に
お
け
る
同
時
存
在
の
原
則
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為

同
志
社
法
学　

六
七
巻
四
号�

三
六
七

一
七
四
五

（
87
）　H

illenkam
p, L

K
, §
22 R

n.148f.,168f.
（
88
）　B

am
berger, V

ersuch beim
 U

nterlassungsdelikt, 1978, S.221f.
（
89
）　R

udolphi, a.a.O
. （A

nm
.8

）, SK
, V

or§
13 R

n.50ff. 

（
90
）　G

osch, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.97ff.

（
91
）　B

G
H

St.43, S.177 （180f.

）（U
rt.v.12.8.1997

）, B
G

H
 N

StZ
 2006, S.311

（U
rt. v. 9.3.2006

）.

（
92
）　

大
谷
實
﹃
刑
法
講
義
総
論
［
新
版
第
四
版
］﹄（
二
〇
一
二
年
、
成
文
堂
）
一
四
一
頁
。

（
93
）　G

osch, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.106f.

（
94
）　R

enzikow
ski, a.a.O

. （A
nm

.15

）, S.342.

（
95
）　G

osch, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.108.

（
96
）　G

osch, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.109f.

（
97
）　G

osch, a.a.O
. （A

nm
.8

）, S.106.

（
98
）　V

gl. W
ohlers/G

aede, N
K

,§
13 R

n.13.

（
99
）　

仲
道
・
前
掲
注
（
33
）
二
八
頁
。

（
１００
）　

大
阪
高
判
昭
和
三
二
年
六
月
二
八
日
裁
特
四
巻
一
三
号
三
一
七
頁
。

（
１０１
）　

山
中
・
前
掲
注
（
8
）
六
二
〇
頁
、
内
藤
謙
﹃
刑
法
講
義
総
論
（下）
Ⅰ
﹄（
一
九
九
一
年
、
有
斐
閣
）
八
四
九
頁
。

（
１０２
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
92
）
九
〇
頁
、
木
村
・
前
掲
注
（
30
）
六
六
頁
、
中
野
・
前
掲
注
（
30
）
二
一
〇
頁
、
大
島
・
前
掲
注
（
30
）
三
八
九
頁
、
島
田
仁
郎
・
島
田
聡
一
郎
﹃
大

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
三
巻
［
第
二
版
］﹄（
一
九
九
九
年
、
青
林
書
院
）
四
一
五
頁
、
杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
八
一
頁
、
丸
山
・
前
掲
注
（
80
）
七
七
頁
。

（
１０３
）　

東
京
高
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
二
三
日
判
特
三
九
号
二
三
四
頁
、
大
津
地
判
平
成
一
九
年
一
月
二
六
日L

E
X

/ D
B28135324

。
な
お
、
前
橋
地
判
平
成
二
六
年
三
月
二
五
日

2014W
L

JP
C

A03259006

は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
罹
患
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
が
、
睡
眠
不
足
及
び
疲
労
の
た
め
に
眠
気
を
覚
え
、
そ
の
ま
ま
運
転
を
継
続
す
れ
ば

前
方
注
視
が
困
難
な
状
態
に
陥
る
こ
と
が
容
易
に
予
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、運
転
を
中
止
す
る
注
意
義
務
が
あ
る
と
し
て
、自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

（
１０４
）　

大
阪
地
判
昭
和
四
二
年
九
月
二
六
日
判
タ
二
一
四
号
二
五
五
頁
、
東
京
地
判
昭
和
四
三
年
四
月
二
二
日
高
刑
集
二
一
巻
四
号
三
四
八
頁
、
東
京
高
判
昭
和
四
三
年
九
月
五
日

高
刑
集
二
一
巻
四
号
三
四
一
頁
、
東
京
高
判
昭
和
四
九
年
七
月
一
九
日
東
時
二
五
巻
七
号
六
〇
頁
、
仙
台
地
判
昭
和
五
一
年
二
月
五
日
刑
月
八
巻
一
＝
二
号
四
一
頁
、
東
京
地

判
平
成
五
年
一
月
二
五
日
判
時
一
四
六
三
号
一
六
一
頁
、
大
阪
地
判
平
成
六
年
九
月
二
六
日
判
タ
八
八
一
号
二
九
一
頁
、
名
古
屋
高
判
平
成
二
四
年
五
月
一
〇
日
高
等
裁
判
所



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
四
号�

三
六
八

犯
罪
論
に
お
け
る
同
時
存
在
の
原
則
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
不
作
為

一
七
四
六

刑
事
裁
判
速
報
集
平
成
二
四
年
一
九
七
頁
。
な
お
、
札
幌
地
判
平
成
二
六
年
九
月
二
日L

E
X

/D
B25504881

は
、
無
免
許
運
転
中
に
持
病
の
て
ん
か
ん
発
作
に
よ
り
意
識
を
失

い
、
対
向
車
に
衝
突
さ
せ
て
傷
害
を
負
わ
せ
た
事
案
に
つ
い
て
、
持
病
の
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
十
分
病
識
が
あ
り
、
発
作
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
医

師
か
ら
自
動
車
の
運
転
も
止
め
ら
れ
て
い
た
の
に
自
動
車
の
運
転
を
開
始
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
持
病
を
有
す
る
状
態
で
の
自
動
車
の
運
転
は
、
そ
も
そ
も
相
当
程
度
危

険
性
が
高
い
も
の
あ
り
、
無
免
許
運
転
の
た
め
技
能
や
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
運
転
の
危
険
性
を
高
め
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し
な
が
ら
敢
え
て
運
転
行
為
に
及
ん
だ
も

の
と
し
て
、
危
険
運
転
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

（
１０５
）　

大
阪
高
判
昭
和
五
四
年
四
月
一
七
日
判
タ
三
九
六
号
一
四
六
頁
。

（
１０６
）　

大
阪
地
判
平
成
一
七
年
二
月
九
日
判
時
一
八
九
六
号
一
五
七
頁
（
杉
田
宗
久
裁
判
長
裁
判
官
）。

（
１０７
）　

千
葉
地
判
平
成
二
五
年
一
〇
月
八
日2013W

L
JP

C
A10089001

。
な
お
、
本
判
決
で
は
、
公
訴
事
実
の
関
係
の
た
め
か
、
事
故
以
前
の
過
失
の
存
否
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

東
京
高
判
昭
和
四
九
年
七
月
一
九
日
東
時
二
五
巻
七
号
六
〇
頁
も
、
て
ん
か
ん
の
発
作
に
よ
る
意
識
障
害
の
た
め
に
も
う
ろ
う
状
態
に
陥
り
衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
事
案
に
つ

い
て
、﹁
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
結
果
の
発
生
を
予
見
し
、
こ
れ
を
回
避
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
っ
た
﹂
と
し
て
無
罪
と
し
た
。

（
１０８
）　

杉
本
・
前
掲
注
（
32
）
二
八
二
頁
参
照
。

（
１０９
）　V

gl. G
osch, a.a.O

. （A
nm

.8

）, S.114.




